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議会第.3回議案誇5S号

今治巾土地問発許nj・等于数料粂例（/)-部を改!|:十る粂例制定について

標記粂例を別紙のとおり制疋する。

什和7年¢5月17 II捉出

今治市反 徳永繁使

「理由・

愛媛県下数料灸供:(1<成12年愛媛|M条例第3号)の・郎改正に伴い、下数料を改定し、そ

の他所要の改|):をしようとするt
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今沿市十地開茫許吋等-p-数料粂例の-部を改七する粂例

介治市十地問茫許可^卜数料条例（'ド成17年介治市条例第6りな）の-・部を次のよ:)に改正する。

第2染第1サ中1130,000円」を！140,000円」に改め、同粂第2ぢ-ア中 S. 800円」を900

Iリ|に、'22, 000I1]|を^23, 0001']1に改め、M条第中_17,0001リ|を「18,000・リ1に改め、

同粂第5け中 26,000円Iを127, 000円」に改め、H粂第6号中1100,000円|を101,000円』

に改めろ，一'

第:5粂第1項巾第2号を第:;！号とし、第]号ゾ，次に次の1号を加える。

（2） 火災、水吉、W・崩れその他山・fiが特に認める災害にIり滅失し、又は破招した住で等を

辿築する場合であるむの

附 Uリ

(施行期U )

1この条例は、公布のHから施けする。

(適用区分）

2この粂例に.;；る改止後の/す治巾I:地開兒許吋茸丁・・数料灸例第2条の脱定は、こソ> 条例の施行

の日以後の中站；こ係るむの；こついて適用し、同日泊の中站；こ係るむのについては、なお従前の

例による-.
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「参考』

今治市上地開発許吋等手数料粂例改i I:粂項新旧対照衣

新

(手数料）

第2粂下数料は、次の各号に掲げる山:務につ

き、ッ汰各り・に掲げろ額とする」

(I )後良ず地造成認定中P数料

造成宅地の如積が〇.1へクタ--ル4<満

1件につき S9, OOOl'J

造成宅地ゾ）l/i!粘・が〇.1へクタール以1'.

0. 3へクタール米満 1件につき

140, 000円

造成宅地の!fn積が0. 3へクタ--ル以I;

0. 6 '、クタール木:満 1件につき

200,〇〇〇π

ir.成セ地び)曲積が0. 6へクタール以上1

へクタール未満 1件につき

270. 000円

造成ヤ地の面梢が1-へタソール以上3

へクタ--ルネ：満 1件につき

400,000H

;£成宅地の\(i\粘が3へクタール以I; 6

へクソール未満 1件につき

520,000H

jS-成宅地の面禎が6へクタール以卜.10

へクタール衣満 1件につき

680, OOOPJ

造成'ゼ地の面播が10へクタール以卜.

1件につき 900,000円

10

(手数料）

第2条_P数料は、次の各号に掲げる山:務につ

き、ッ核各ゆに掲げろ額と十ろ。

(1)優良セ地造成認定中611で数料

造成宅地の積がり.1へクタ--ル未満

1件に.つき S9, 0001'J

造成宅地</）[fii帖が〇.1へクタール以I:

0. 3へクタール來満 1件につき

130,000H

造成宅地のIfii積が0. 3へクタ--ル以I

〇. αへタタール4<満 1件につき

200,〇〇〇π

Jn成'ゼ地の血靖が0. 6へクタール以上1

へクタール未満 1件につき

270, 000H

造成ギ地の面桔が1へクター◊以上：3

へクタ--ル未；尚1f I'・につき

400,000H

造成宅地ゾ> |¢1!禎が：3へクター，ン以1・. 6

へクタール末満 1件につき

520,000H

jn成宅地の血植が6へクタール以H.10

へクタール末満 1件につき

680, 00011|

造成"t地の面椅が10へクタール以卜.

1件につき 90(:), 00(:)円
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(2)開発行為f吋中諸で数料

ア ±としてπししの住wの用に供する

セの辻築のmに供するα的で行う開茫

行為の場介

問允区域'丁、面積が0.1へクタール末満

1件：こつき s，卿|

問殆ド:域丁)血柏が〇.1へタタ--ル以1-.

〇. 3へクタール末満 1件につき

23,0001π

開56区域C/)面拮が0. 3へクタール以上

0. fiへクタール未満 1件につき

15. OOOl'J

開梵区域の面粘'が0. Hへクタール以上1

，、タタール4<満 1件につき

眼 000PJ

開区域の|fii積が1へクタ--ル以I; 3

へクタール末：満 1件につき

130,⑻0円

問梵rx城の面積が3へクタール以上6

へククール未：満 1件につき

180.〇〇〇π

問56区域のIffl棺がhへタクール以上10

へクク--ル未 '満 1件につき

230. 000i'J

開<61< 域のIfii桔7/、10へタタール以I;

1件につき310, 00〇n

イ・ウ略

(3 ) 略

(4 )市街化u周整|ペ域内》における辻築物

の特例許nf中踊于数料 1件につき

(2)問兌行為許吋口站一「数料

ア iとしてiiヒのfhWの用に供する住

'ゼの述築の月に供すろ口的で行う開免

k為の松0

開茫fX域m桔が〇.い'、クタール衣満

1一件にっきs，

開発I <域の血杞が0.1へクタール以ト・.

0. 3へクタール未満 1件につき

22,剛|1]

開梵区域の面砧が0. 3へクタール以上

0, 6へクタ'ール4<満 1件につき

15, 0001U

W発区域の面殆が〇. 6へクタール以上1

へクタール米満1件につき

S9,000N

開茫区域のIfil積が1ヘクタール以I; 3

へクタール末満 1件につき

130, (K)f)円

開茫区域の曲' 積が：レ、クターし以上6

ヘクタール未満1件：こつき

iso,000π

PtT 5&区域の面禎が6へクタール以上1()

/、クタ・-ル未満1件につき

230, 00011]

開茫[< 域のihi禎がif)へクタール以i:

1件につき 310,000円

イ・ウ略

(3 ) 略

(.4) 市街化.u周幣ド:域内でにおける辻築物

び）特例許吋中詣于数料 1れにつき



4S, Q()0|[|

(5) P定¢築物等以外のiB築等許叫申

r・数料 1件につき 27, 0()0二-j

(6 ) 問発許Nを受けない心街化調整区城

内のI:地にお:ナる迅築等n'T-可中詰手数料

敷地の面積//'〇.1へクタ ーノレ未満 1件

につき7,10〇n

敷地の面I nが0.1へクター'レ以上().3へ

クタール未満 1件につき 19,000

I'J

敷地の|Ai枯が0. 3へクタール以I-.0. 6へ

クタール末満 1件につき 10, 000

I'J

敷地の|fil積がり.6へクタ'・-ル以I;1へク

タール宋満 1件につき 71,000 H

敷地の|帖が1へクタ--◊以I;1件

に.っき 101,000ド]

(7 ) - ( 9 )略

(于・数料の減免）

第5条占良は、次の各vぴ：> いずれかに汰当す

るわのに対しては、手数料の令部X !1-部を

減額し，.ズは免除することができる:，

(1)略

(2 ) 火災、水苦、堪崩れその他市M_ t;特i二

認める災古により滅失し、又は破拍した什

宅等を建築する場合であるもの

(：3 )略

2 略

47, OOP|1]

5 ) Pi・住築物等以外の・¢築等許吋申諮

P-数料 1件iこつき 2(5, OOOH

6) 問発許吋を受けない心街化調整区域

内の1:地における往築等許可中品手数料

敷地の面禎が0.1へクタール未満 1件

につき7,100円

敷地の面禎ガ、0.いへクタール以上0.:レ'、

クタ'-'ン未満 1川：につき 19, 000

I'J

敷地・ゾ）iki禎が0. 3へクタール以I : 〇. 6へ

タター/ン未満 1件につき 40, 000

I'J

敷地のIfiifgがり,6へクタ--ル以I.1へク

タール來満 1件につき 71,000H

敷地の|fii桔が1へクタ--ル以|・.1件

にっき 100, ooo・ j

(7卜（9 ) 略

(f-数料の減免)

第5条山一良は、次の各りのいずれかに汰当十

るLのに対しては、手数料のセ部丈は-部を

減額し・又は免除することができる，

(1)略

(2 ) 略

2 略
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議会第3回議案第M号

今治布常運動災灸例の・おを改十る条例制足につい-;

標記条例を別紙のとおり制疋する-一'

什和7年¢5月17 II捉出

今治市反 徳永繁使

「迎 llL

I:浦多々羅スボーツ公瞑渾勤場の使用料を改定しようとすろもの。
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治セ當述動場粂例の・部を改iHする条例

介治市穴述動場条例（'1幻戊17年介治市条例屯114な）の-・部を次のように改正する・

別衣第6しまなみド--ムの部温以・温水-/--ルの項中1610円一を1810円一に、I 31()円」を410

Iリ.に、「37()|リ1を-19011]]に、「II枚つづり|を「12枚つつり：に，「6,l〇〇Niを_S,100

円 j に、13，1()()円]を1,100円 一 に、 3,700 円』を 11,900 円| に， 13,120 円」を 116,100

|リ」に、「6,820|リ」を―8,3⑽|リ」に、「S,卜10|リ」を10,000|U」に改め、同部温泉の項中120

円」を7)60円]に、―210円]を 280円」に、「3・10リ」を「450円，に、「11咬つづり一を「12

枚つづり.に、「1,200円 一 を「5, 600 円 一 に、r 2,l〇〇n）を’2,80 し)円]に、_ 3,100 Pl」を-1,500

W!に改める、

附 U.IJ

(施行期U )

1この条例は、く？和7年10H1Hか.:、施'しする。

(適用区分）

2この条例にtる改正後の今治市営述動場条例の姐定は、この粂例の施行の|1(以ド「施行|1」

という、)以後の使用に係るものについて適用する。ただ'し、【"1数谷・又；i会H証の発hによる

使rnにあっては施π!i以後の発行に係るものについて適mする
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「参考』

今治市営茂仙場条例改il:条項新IU対照衣

新10

別衣第6 (第7条、第17条の4問係）

今冶市當i..浦多々羅スホーツ公lii運動場

使用料

区分 使用時問 使用料

略

し圭な

みドー

ム

略

温泉・温水

ブ--ル

1人1 ，般 si〇H

中‘'/…：

以トー

4101上]

65歳以

1'

490 H

い1数咎

(12枚

つづり）

.般 S,1001リ

中学ヒ

以ド

4,1001U

(S 5 V'又

1:

4, 900円

3箇n -般 16, 400|7]

+学乍

以ド

S,300H

65歳以

1-.

10,0001リ

溫泉 1人1

|-'1

-般 560円

中学乍

以卜

2S0|'J

65店以

上

・150 円

回数咎 -般 5, 600円

別衣弟¢5 (弟7条、第17条の4間係）

今治市営I;而多々羅スホ・ーツ公岡運動場

使用料

区分 使用時問 使用料

略

しまな

みドー

ム

略

温采・温水

ゾ' ̶ル

I人I

π

・般 610H

以ド

31CIH

6 B歳以

1-.

370 PJ

M数咎

(11牧

つづり）

・般 6,lOOl'J

巾学牛

以ド

3,1001']

6 5歳以

1:

3,700H

3箇；J

会H

-般 13,121一)円

中学牛.

以ド

6, S20H

65歳以

1-.

H,110|'J

温.泉 1人1

|"1

-般 420円

中学牛.

以卜-

21()|']

65歳以

上

31〇 π

回数咎 一般 ・1,200円

-1()-



(12枚

つづり）

中学'二.

以ド

2, SOOH

6;5歳以

1-.

1,5001 リ

略

略

備考略

(11枚 中学牛

以卜’

2,100H

っづり)

(5!5歳以

1-.

3,1001'J

略

略

備考略
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議会第3回議案第f)〇号

今治rti地域包括支拔センタ--の人H及び運営；こ関する

乎を定める条例の・部を改正する条例制定i/.ついて

標記条例を別紙のとおり制定すろ。

介和7乍6片17H提出

今治rh'長

「押由・

介護保埃fe施行規則（ヤ成11年厚牛労働宵令第36号）の改正に伴L、、

とすろもの.

始永繁拉:

所要の改iEをし上う
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今ir F rh'地域包括支拔センクーび.> 人R及び述営；こ

閣する堪吊を足めろ条例の・部を改,1'.すろ条例

今治ih地域包括支拔センタ--の人H及び連常に関する拔唯を定める条例(T・ I戊26年今治rh'条例

第53;)の・部を次のように改正する

第1粂中第4項一1を|第5項jに改める。

第:う条芯1項中「法第21条第2項に規定十る」を削り、同条弟‘2項中"口（2)」を「イ，に改め

る。

第4条に次のただしどをヵ|:える」

ただし、地域包括支援センターが拘当する!X域:こおける第1け波保険者の数がおおむね人⑻0

人以1-.6,()⑻人未満ごとに置くべき人Mの配置拔准は、地域包括支拔センタ'-運営協議1；が第1

弓・彼保険者の故及び地城包括支援センターの辿・2・の状況を勘案して必魁であると認めるときは、

常勤換篇〃汰（当該地域包括女援センタ--の職の勤務延時問数を当該地域包括支援センタ--

において常勤の職Hが勤務すべき時間数で除すろことに上り,巧該地域M括支援センターの職

Rの貝数を常勤の職貝に換窃するノ/法をいう,；)によるこ,一しができる。

第4粂に次の1項を加える，.

2 的項ただし書の祖定にかかわらず、地域包括支援センター述営協議会が地域包括支援センタ

一の効果的な渾営にSすると認めるときは、梅数の地域と枯女援センタ--が択、する1ペ域を1

の区城として、当該区域内の弟1ぢ・波保険皆の数について、別表に定めるおおむね3,00()人以上

6, 00()人未満ぴり、H配輯基準の各号に掲! /るH数を当該複数の地域包括支援センク--にK尚す

ることにより、、凌区域内の1の地域h括支援センタ-がそれぞれこの媒中を満たすものとす

る。この場!>において、'J該区域内の1の地域'di括支援センターに置くべき人Hび>配置基準は、

同Vに掲|/ろど・のうちh、ら2人とすろ:

附則

(施h・期H )

1この条例は、公介・のhから施πする、

(適用区分）

2この条例による改正後の第4条の規定は、この条例の施行のU以後の人H配堪准について

過川し、k・川前の人H配置崔準については，なお従前の例による。
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'参考」

今治市地域公括女援センタ--の人貝及び述営iこ

閲するS準を定める条帆改正条項新IH対照表

新

(趣旨）

第1条この条例！i、介通保険法（平成9年法

律第12:代-r以下法|という-)第115条の

・16第5項・ソ）姐疋に成づき、地域包括支拔セン

ターの人R及び述®に閲する拔準を定める

ものとする。

(皓本方針）

第3条地域包括支拔センターは、別表に掲げ

ろ職H十，' 協側して包枯的文援事業を実,1/¢す

るとにより、各波保険者・ゾ;心身の状況、そ

の置かれている環境等に応じて、

介護給<J-等対象サービスそ

の他の保健R療サービス又は福祉サービス、

権札擁，灌のた.めの必恕な援助苫を利川でき

る上う；こ冶き、谷波保険肖・ガ、…能な限り、化

み慣れた地域においてI'|、アした日常十.活を

党むことができるようにLなければならな

し

2 地域包括支拔センターは、地域包括支援セ

ンター運営協議会（介馮保険法施行規則（平

成11イi:JTノ上省含'弟36&)第110条の66第1&

ゴに規足十る地域包括支拔センター述

営協遙会をいう。)の怠見を踏まえて、適切、

公正かつ中立な述営を確保しなけれビなら

ない.

(人_Rに問する拔準）

II

(趣旨）

第1条この条例:1、介連'果険法（平成9乍法

伴第12:川\以下法という。)第115条の

46第4項の祖定に戍づき，地域包括i拔セン

ターの人R及び辿'®に問する戒準を定める

ものと十る,

(杜木方針）

第:'!条地域包括支拔センターは、別表に掲げ

ろ職Hが協働してE1括的J<援卓藥を実施す

ることにより、れ波保険者の心身の状況、そ

の置かれている環境等にI心Lて、法第24灸第

2項に規定する介護給付等対象サービスそ

の他の保健F一療サービス又は掠祉サービス、

権利擁,灌のための必要な援助*¢を利川でき

るtうに冶き、各被保険斉・が吋能な限り、什:

み慣れた地域においてh く!'.した日宮十活を

Sむことができるようにしなけれぱならな

い。

2地域包括支拔セン'ノーは、地域hi括支拔セ

ンター連営協議会（介馮保険法施行.姐則(T・

成11丁昂！：苔含第36以第110条ゾ第15'

口（ 2 )iこ規¢する地域包括支拔センター述

肖協迸会をいう,）の怠aを踏まえて、適切、

公正かつ中立な述営を確保しなければなら

ない,一,

(人Hに問する拔準）
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第.1茉1の地域包括支拔センターが界くベ

き人Hの配匿拔平:1、ポい''1十る1 <域iこお1ナる

芯18-波保呆什の数に応じ、原則として別表

のとおりとする。ただし、地域包括>.援セン

夕-が拘'ユ'!する|ヌ'.域におけろ第1ウ彼保険

第・1粂 1の地域包括支援センターが辟くベ

き人Hの配匿崔準は、1 '"1する1ス:域における

第1ふ波保険者の数に応じ、原則として別表

のとおりとする一'

# ・ゾ）数がおおむね3, 000人以I-.6, 000人太満

ごとにH くべき人Uの^;5拔準は、地域包括

支拔センター述営協議会が第1号被保険者・

の数及び地域包括女援センタ-・の運常の状

況を勘案して必辿であると認めるときは、常

勤換¢わ・法（、該地域包姑J<援センタ--の職

|；1の勤務奸時叫数をう該地域包括支拔セン

ターにおいて常勤の職Rが勤務-)-べき時問

数で除することにより,¥該地域包括女援セ

ンターソ)職H 'わH数を常励の職H :こ換算す

るん-法をいう，）に=しることができる

2 卽項ただし善の規定にかかわらず、比!域包

括上援ヤンタ-・運常協遙白が地域辺括支援

センターの効果的なM.に仔すると認める

ときは、複数の地域包括女援センタ・ーが担当

十ろ区城を1の区域ヒして、十該区城内の第

1号彼保険#の数!こついて、別衣iこてめるお

おむれ3,⑻0人以上6, 000人未満の人ti配K

拔準の各号1 -：掲げるπ数を'±1該梅数の地域

包括支援センタ--に配匿すること；こJ: 〇、":

該1ス'.域内の1の地域包括支拉センターがそ

れぞれこの拔準を満たすむのとする。この場

合iこおいて、十該区域内の1の地域^2括支拔

センターに置くべき人Rの配置巡準は、|r.;り・

に掲げろ芯のうらから2人とする:：

-17 -
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議会第3回議案第fil号

今治布多h的温似保養館粂例ゾ）-部を改十:する粂例制定:こっいて

標記条例を別紙のとおり制疋する-一'

什和7年¢5月17 II捉出

今治市反 徳永繁使

「迎 llL

多H的温泉保莢館の使用料を改足しムうとすろむの

-19 -
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今治市多U的温泉'祐養館条例の-部を改七する粂例

今治市多口的溢泉保盗館条例（十:成17年今治市条例第166じ）の-・部を次のように改正する,-,

別衣第1-般のぱ個人1利用ゾノ款大人（益校生以Uの項使叫料のん:欄中円一を削り、け30」

を・TSOl'J1に改め、M項使用ギ':-の右欄中「520!リを\SftOl'J ]に改め、M部巾し1201を「150

円]に、2601を12S0円」に、7,300」をI 7,800円一に、し3,650」を 3, 900円」に、し1,200一

を[1,500|リ」に一、 「ム1⑻」をム^〇|リ」に、「2,600」をf2, SOOl'J に一、 「1,300」を̶1，100

円」に改め、M表公Rび）部巾1,36, 600^を「,3S,60flH」に、"18,300」をF19, 300 H Jに、「9,1Mし

を"9,65U円」に、_32,910円」を「31,71(J円」に、「16,170円」を「17,370^」に、「S,21〇n一

を IS, 6901・リ！に、20, 440 | を 121,630円 | に、I 10, 220 を[10, S20R-J に，ド)，11()| を「5,410

円」に改め、同衣川体の部中f 520.をし560円一に、I 31〇jを 340円」に、

に改めろ

別衣第2中！ 520円」を1560円」に，

|リ」を"23〇|リ」に改める,，

210.を 1230円，

120円Jを150円一|に、310円|を 3，10円J :: 210

附則

(施'n期日）

1この条例は、令和7^i〇h1IIか乙施r十る。

(滴用K分）

2この粂例による改正後の今治市多口的温呆保疾館条例の祖定は、この条例の施行の|」（以下

!施け日」という，)以後の使用に係るものについて適川する。ただし、回数券又は会H証の

茫hiこよる使用1こあって！よ施行I」以後の<S行i<係るt,のについて適用する』
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「参考』

今治市多H的温泉保茂館粂例改!i一:粂項新IU対照表

新10

別衣第1(第11条問係）

クアハウス今治使川料

区分 使川料

般

什1人1

回利川

人人（品校十一

以1;) 7S(.)円

65 S以上の

片 560円

小人（小7:生

及び中学生）

150 π

幼児（3歳以

上小学校人

7:主で）

2SG円

做' 人回

数券

大人（尚校1-.

以上）

12牧綴

7, SOOH

回数咎の行

効期RJ1は、2

年間と十る:,6牧綴

3, 9001'J

小人（小学牛

及び中7 ノ上）

12牧拔

・1.5し》0円

6牧綴

2・250円

幼児（3遥以

上小学t交入

マまで）

12枚綴

2, SOOI'J

6牧綴

1,1001'J

へ
値 ノ・、1

小間利

H1

人人(尚校牛.

以H

38, fiOOP]

小人（小学・十.

及び中予生）

19, 300P]

幼児（3以以 9, 650|1]

別衣第1(第11条問係）

クアハウス今治便川料

区分 使川料

般

人1

[nl利叫

人人（点校牛一

以 1-.)

£1

730

65歳以上の

者 520円

小人（小7:生

及び中学牛.）

・120

幼児（3歳以

上小学校入

7:主で）

260

個人回

数券

大人（尚校1:

以上）

12 ft綴

7, 300

K数亦の行

効期問は、2

年問と十る：6 ft綴

3. 650

小人（小学牛.

及び中'7:生）

12枚松

4, 200

6 ft拔

2・1 00

幼妃（3店以

上小学校入

7:まで）

12 ft綴

2, 600

6 ft綴

1,300

へ

H

個人1

年問利

川

人人（尚校牛.

以卜.）

3fi.600

小人（小T牛.

及び中'7:生）

IS, 300

幼児（3以以 9,150

-22 -



上小学k入

Tまで）

家族（各人の

会う証発行）

3S,600 H

）(加篇

額）

加B額!よ人

人1人を除

き1人'うた

り

大人

34, 740円

小人

17, 370円

幼児

S, 6901'1

値人6

月問利

m

人人（r4咬牛.

以 1-.)

21,fiSOI'J

小人（小学牛.

及び中ツ牛.）

10, S20|'J

幼児（3汲以

上小学K入

7:まで）

5, ・110円

団

体

15人以

1:

人人（校牛.

以 1・_)

5601'J

小人（小学生

及び巾学牛）

3 101']

幼児（3歳以

上小学校入

へ:.-1で）

230 π

別炎第2 (第11策閉係)

七曜りの一般個人1π利mの使川料

区分 'セ川料

例人

1 π

大人（高校十.以

上）

560 π 65 S以Hの片

4B0H

上小学校入

'丁:まで）

家族（各人の

会π証発y r)

36, 600

・(加算

額）

加H額は人

人1人を除

き1人ヂた

り

大人

32, 940円

小人

16, 470円

幼児

8, 210|']

個人6

月問利

川

人人（尚校牛

以1')

20,440

小人（小学牛.

及び中'7:牛.）

10,220

幼児（3克以

上小学校入

〒まで）

5,1 10

団

/水

15人以

1-.

人人（校牛

以 1'.)

520

小人（小学生

及び巾学牛）

310

幼妃（3歳以

上小学校入

つ-':すで）

210

別及第2 (第11策間係)

十曜| iの一般個人1阿利川の使川料

区分 使川料

個人

1 π

大人（n校十.以

上）

52〇n 65克以Hの片

42〇h4
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利用 小人（小学牛:及ひ'

中フ:生）

310H

幼W ( 3歳以上小

7:校人7:主で）

2101'J

利用 小人（小学牛.及び

中7:生）

31OH

幼W ( 3歳以上小

学校人''了':主で）

230|'J
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議会第3回議案第62号

今治士'鈍川せせらぎ交流館粂例の-部を改il:十る粂例制定について

標記条例を別紙のとおり制疋する：,

什和7年6月17 II捉出

今治市反 徳永繁使

「迎 llL

鈍'||せせらぎ交流館の使用料を改定し上うとするbの

25
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今治卍鈍川せせらぎ交流館条例の '部を改上する条例

今治市鈍川せせらぎ交流館条例(1<成17年今治市条例第195ぢ・)のー・部を次の.ように改正する

別衣第1中，120円」を1560「」に、I 21〇n.を’2S0円」に、3，10円」を1・150|て一に、

人人 4, 200H

小人 2,100円

回数券（11枚つづり）

阿数咎（12枚つづり） 人人 5,6001リ

小人 2. soon

高齢杜 1,5001'1

に改める，

附則

(施行期R )

1この条例は、令和7i:i〇n1I」から施t-すろ,，

(適用区介）

2この条例に上る改in後の今治市純川せせらぎ交流館条例の規・，irは、この粂例の施〃の日(以

下'施行f11という,,）以後の'吏川に係るものについて適川する.，ただし、π数券の免行にt

る使用にあって；i施f,日以後の猪むに係るものにつ；、て適用十ろ.
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「参考』

今治rti鈍川せせらき' 交流館粂例改! i 一:粂項新IU対照衣

新10

別衣第1(第!）条、第15条間係)

人浴料

区分 金額

人人（中学牛一以上） 5601'J

小人（3歳以上小学牛以下） 2S0|'J

晶齢片（65瑞以1'.) 150円

卜1数汰（1」枚つづり） 人人 5, 6001'J

小人 2. 800円

1ワ】齢芥 ・1,50CM1!

別衣弟1(第9条、第15条関係)

人浴料

区分 金額

人人いH学牛以上） 4201リ

小人（3歳以上小学牛以下） 2101 リ

ft齢？？（65歳以 1・.) 310円

M数汝（11枚つづり） 人人 1.200|'J

小人 2,100H
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議会第3回議案第号

今治rfi大二品海洋温浴館及び農村交流館条例の-部を改!|・:する条例制定について

標記条例を別紙のとおり制疋する-一'

什和7年¢5月17 II捉出

今治市反 徳永繁使

「迎 llL

大・:島海洋温浴館の使用料を改定しHうとするtの

-29 -
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今治rtf人三島海洋温浴館及び農付父流館粂/列の・部を改!|・:する灸例

今治市人て以海洋温浴館及び農村交流館条例（'ド!戊17年-今治市条例弟205ウ）の一部を次のよう

に改r:する，

別表第1中7)201リ|を「70(.1ド：|に、「260|リを'350i'J |に、"1201リ|を「「)(50|リに、

H数咎（11枚つづり 大人 5,200 円

小人 2,600H

を

回数咎（12枚つづり） 人人 7, 000π

小人 3,5001 リ

品齢者 5, fiOOH

に、\32, 500 H Iを「40, 000円1に改め、M衣%:与・を削る。

附則

(施行期U )

1この粂例は、介和7年10H1Hから施rする.:，

(適用ド:分）

2この条例による改正後の/于治小人三^海作温浴館及び農村交流館条例の規定は、この条例の

施（]の日(以卜'「施'(I三一という。）以後の使用ンソ系ろtのについて適月すろ.一す:.だし、I口|数

券父は会fl券の節・による使用にあっては施行11以後の発行に係るものについて適円する。
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「参考』

今治市大島海洋温浴館及び與村交流館条例改11:条項新IU対照衣

新10

別衣第1(第!）条、第15条間係)

浴場叱川料

区分 金額

・般 人人（中学牛以上） 700 CJ

小人（3歳以上小学牛以下） 350 ('J

晶齢片（65歳以1.の行） 560 P]

卜|数作（12枚っ 人人 7, 0001'J

づり） 小人 3, S00H

lu]齢托 5. eoof1!

会.y、 糾人1牛問利用 40, OOOl'J

別衣弟1(第9条、第15条関係)

浴場使川卜

区分 金額

.般 人人（中学牛一以上） 5201'J

小人（3哉以上小学牛以下） 2601'J

高齢片（65!運以1:の片） ・120 π

M数が（11枚つ 人人 5,2001リ

づり） 小人 2,600H

会は 個人1年問利用 32, 500|'J

備考回数券の有効期問は、1年問とする-
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議会第3回議案第64号

救助エ'乍製造請負切約の締結について

救助上作市を製造十るため、次の詰ft契約を締結十る。

<ナ和7 ¥ 6月17H提出

今治1良 徳永繁樹

1契約の11的

2切約の打法

3購人金額

-4契約の和丁 >/

救助I:作虫製造

指名競争人札

189, 530, 000円

松山_U大丁:町一]'R10番地1

株式公社岩本商介

代表取姑役社長仙波穿)-
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参考」

1救助I.作車の概要

デイ--ゼル中：

4 W I)

才-一：、マチックイt:様

扁度救助資機材

2 人札結;¢

業否名 入札令額

株式公2土;(J・本商介

P]

189.530,000

株A;会汁ヤマダ 192, 50(一)，一

小川ホンゾエ艾株式会社 193. 380, 000

心'限会汁愛媛芝浦ボンブ商会 193,765, 000

1朱式£?什一新11本ライフテック 194,260,000

※ I:記金額は、消費税及び地方消費税川」額を加算したむのである

3納期

什和8ィr: 3 M 31H

4仮契約締結年月日

令和7年4 )] 25 U
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議合第3回議案第65号

次のとおりネッ

介和7 ¥ 6月

1品名及び数!rl:

2購人のH的

3購人h法

-4購人金額

5購入の相丁:方

財産の敗得について（ネットワ'-ク開逆嗤器）

トワ--ク関連機器を購人する：

17H提出

今治1畏 始永繁樹

ネットワーク問連機器 A (別紙内訳片のとおり）

耐用年数経過:こ1;ろネットワーク閣亦機器の更新

指名競争人礼

IS ], 250, 000円

今治十一南人P1:町・ rw1番地の15

叫日油建株式会汁

代表敗姑役尚木康弘
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I別紙」

ネットワーク問述機器内訳書

ス分 数鼠

ネットワーク問連機器

レイヤ3スイッチ 22台

センタ'・ソレ'・-夕 4台

治趾装界 2台

コドバランサ兼フ1 コキシサーバ 2台

情報Vック及び免唐装匿 I式

無停電電源装K lit?
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I参考」

ネットワーク閲連機器入ス:L帖果

業者名 人札金額

四|句辿律株式会什
円

IS1, 250, 000

アカマツ株式会社今治営業所 191，ISO,000

ケーオー商巾一株式会吐 192,720, 000

H1・： M A (一:味式£?ぞ上 196.900,000

№八会什.I .1（.' 辞退

越托電機.帝業昧式公辻 辞退

※I・.記令額は、消費税及び地〃消費税相'1'r額を加P:したむのであろ
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I参照」

地方自治法（抜すい)

(議決乍件）

第96条洩通地カ・公ル|，<の雄会は、次に掲げる屯件を議決しなければならない：

(8 ) 的2弓.に定めるものを除くほか、その秘類及び企額について政合で定める搖爭i -従い免

例で定める財帝の取得又は処分をすること

今治市議公の議決に付すべき契約及び財淹の

ffZ行.Z! t処分!こ関する粂例（抜すい）

(議会の議決に付十べき財帝の敗得又は処分）

第3条地方|・|沿法弟96条弟1屯第8 5>の規定に上り識介の淡決に付さなければならない財産の

取得父は処分は、予定価格土 000わ'|リ以I:の+動序打しくは動光の打入れrrしくは介払い（十地

については、1件.5, 000平ノブメ--トル以I・ーのしハに係るものに限ろ。）又はイく動産の[=;uての受益

梅の與入れ朽しくは介払い> する，
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議合第3回議案第66号

財産の收得について(-般事務用コンピュ--夕機器)

次のとおり一般山:務叫コンビュ--夕機器を購人する,：

<ナ和7 ¥ 6月17H提出

今 i' n 111 M 徳

1品名及び数!rl:

2購人のH的

3購人h法

・段事務用コンビュータ機器（モバイルノー トロハソコ

耐用年数経過:こJ:ろ機器の更新

指名競争人札

4 購人金額69,191,100円

5 購入の相丁・-方今治セ¢村Jl f t:り番47号

アカマツ株式会汁今治営業所

所良 W我部什¢

永繁樹

ン） soof?
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I参考」

一般山一務コンピュータ機器（モパイルノー ト型バソコン）入礼結果

業者.名 人札金額

アカマツ株式会什.今治営業所
円

69,19 1,100

四W通雄殊式会仕 70, 0 IS. 000

ケーオー商山:株式会社 S1,523. 200

H1-.M A (:株式会社 S5.360.000

越朽電機苑栗W式会M: S6. 240, 000

株式公仕I J (' S6( 592, 000

株人会什スジヤ S9, 200, 000

有限会社人存 101,280，000

※ I:記金額は、消費税及び地わ・消費税相額を加分したものである
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I参照」

地方自治法（抜すい)

(議決乍件）

第96条洩通地カ・公ル|，<の雄会は、次に掲げる屯件を議決しなければならない：

(8 ) 的2弓.に定めるものを除くほか、その秘類及び企額について政合で定める搖爭i -従い免

例で定める財帝の取得又は処分をすること

今治市議公の議決に付すべき契約及び財淹の

ffZ行.Z! t処分!こ関する粂例（抜すい）

(議会の議決に付十べき財帝の敗得又は処分）

第3条地方|・|沿法弟96条弟1屯第8 5>の規定に上り識介の淡決に付さなければならない財産の

取得父は処分は、予定価格土 000わ'|リ以I:の+動序打しくは動光の打入れrrしくは介払い（十地

については、1件.5, 000平ノブメ--トル以I・ーのしハに係るものに限ろ。）又はイく動産の[=;uての受益

梅の與入れ朽しくは介払い> する，
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議会第3回議案第67号

財産の敗得:こついて（晶規格救急1'I動+:)

次のとお'1尚Hi格救な、自動市を購人する。

<ナ和7 ¥ 6月17H提出

今治1良 徳永繁樹

1品名、規格及び攻はW規格救急II動¢ (2,500cc・クラス、ガソリン¢、4 \VI)、オート

マチック仕様、尚度救命処吋川資機材穴む.一,)1台

2購入の口的巾央泊防苫分苫に配備の高規格救急自動屯心史新

：3 購人方法 指名紋争入札

4 購入企額 -13, 300, 0001']

5 購人の相手〃今治市上俺町・丁||;5番20を

愛媛トヨタ自動屯株式会t 今治心

店長屯松兄輔
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I参考」

尚規格救急自動車入札結果

楽杏名 人札令額

愛媛卜h夕π励申:昧式会什今治店
π

43, 300. 000

愛4.SR序自動屯株式会汁今治別宮店 ・11, 850, 000

※I・.記金額は、消費税及び地方消費税相'|1額を加口したれのである
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I参照」

地方自治法（抜すい)

(議決乍件）

第96条洩通地カ・公ル|，<の雄会は、次に掲げる屯件を議決しなければならない：

(8 ) 的2弓.に定めるものを除くほか、その秘類及び企額について政合で定める搖爭i -従い免

例で定める財帝び】取得又は処分をすること:,

今治市議公の議決に付すべき契約及び財帝の

取打.Z! t処分!こ関する粂例（抜すい）

(議会の議決に付すべきW帝の敗得又は処分）

第3条地方|・|沿法弟96条弟1屯第8 Pゾの規定により識介の淡決に付さなければならない財産の

取得父は処分は、予定価格土 000わ'|リ以I:の小動序打しくは動帝の打入れrrしくはゾd払い（十地

については、1件5, 000平h メ --トル以I・.のtのに係るむのに限る.一 )又はイ;動座の仔花の受益

梅の與入れ朽しくは介払いとする，
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議合第3回議案第6S号

財産の取得について（校務用ハソコン）

次のとおりK¢務川バソコンを購人する。

<ナ和7 ¥ 6月17H提出

今治1畏 始永繁樹

1品名及び数は

2購人のH的

3購人h法

-4購人金額

5購入の相丁:方

校務用ハソコン（別紙内訳,リ:のとおり）

今治七、/小中7校iこおける市務作業似境の幣備

指名競争人礼

56, 017, 500円

今治十一|お人P1:町・ ]'H1番地の15

叫凶油建株式会汁

代表取姑役尚木泰弘
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I別紙」

校務川ノ、ソコン内訳書

|-<分 ππ名 数姑

校務用バソコン

小学校分 308台

中〒咬分 177台
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I参 考」

校務川ハソコン入札結果

業行名 入札企額

四国通/<£株式会什.
円

56,017,500

アカマツ株式会汁. 58, 685, 000

ケーオー商ゼ株式亡社 60,152,125

株式会汁I J c 60, 712, 300

株式会汁-スジヤ 65,135, 500

も lJJ'i 社人 >4- 67( 221,000

越智屯機産業株式亡社 6S, 821，500

B卜:M A C株式会社 69, 355, 000

※|:記金額は、消費税及び地力消費税川当額を加百したむのである
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I参照」

地方自治法（抜すい)

(議決乍件）

第96条洩通地カ・公ル|，<の雄会は、次に掲げる屯件を議決しなければならない：

(8 ) 的2弓.に定めるものを除くほか、その捕類及び企額について政今で定める堪乎に従い条

例で定める財屯の取得又は処分をすること:,

今治市議:2?の議決に付すベき契約及びW帝の

ffz打火11処分iこ関する灸例（汰すい）

(議会の議次に付すべき財痒の取得又は妙分）

第3条地方|・|治法弟%条弟1屯第8 5>の規定により謎介の淡決に付さなければならない財産の

取得父は処分は、予定価格土 000わ'|リ以I:の小動序打しくは動産の打入れrrしくはゾd払い（十地

については、1件5,⑻し>平打メ --トル以r.のtのに係るむのに限る、）又は小動産の倍・?£の受益

権のH入れ杓しくは介払いとする，
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議合第3回議案第69号

財産の敗得について（習用タゾンット端未)

次のとおり’フ:習川タゾレット端末を購人する：

介和7 ¥ 6月17H提出

今治1畏 徳永繁樹

1品名及び数は

2購人のH的

3購人?4法

-4購人金額

5購入の相丁:方

学界用タブンット端太 9,803勺

妃章生徒が使用すろ'7-習用タプレット端4<の更新

随,S切約

517, 59S. 400円

今治七一南人P1:町・ ]'H1番地の15

叫日油建株式会汁

代表取姑役尚木泰弘



I参考」

-S拔県（；I G Aスクール推進協議会:こよる入札結果

業否名 人札企額

叫W通法株式亡什
円

!，72 1.966. 100

※上記余額は、消費税及び地方消費税相当額を加算したものである-

参加団体数& ・踪

け|休名 V-fii ア、

松山rb' 11,156台 2,188, 876, 8〇〇n

今治市 9, 785f! 516, 618, 000FI

八幡汝-市 1,9S1台 104, ,596, 800H

新穴ill' 8,738 台 461, 366,100円

西灸市 8, 629台 155. 611,200円

人汁市 3,126fT 165, 052, SOOH

伊予rh' 2, 870台 151,536,000 円

曲' f，市 2, HOT? 112, 992, 000|'J

中JU市 2, 91 Or? 153,64S,000H

1・.島町 318台 16, 790,100円

松|'ifi町 2, 868f? 151, 430, l〇〇n

砥部町 1,7,35 91,60S,000H

内了・町 991合 52, 321,800円

りりノ町 15Sf! S, 312,lOOl'J

松野町 201台 10, 612, 800円

屯北町 346 fr 28,828,800H

愛南町 1,026台 54,172,800R

篠山小中T校組合 10台 528, 000FI

※含和7年3 π1口時点の含和7什・度兄竜生徒昆込数から克出した台数
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I参照」

地方自治法（抜すい)

(議決乍件）

第96条洩通地カ・公ル|，<の雄会は、次に掲げる屯件を議決しなければならない：

(8 ) 的2弓.に定めるものを除くほか、その捕類及び企額について政今で定める堪乎に従い条

例で定める財屯び】取得又は処分をすること:,

今治市議:2?の議決に付すベき契約及びW帝の

ffz打火11処分iこ関する灸例（汰すい）

(議会の議次に付すべき財痒の取得又は妙分）

第3条地方|・|治法弟%条弟1屯第8 5>の規定により謎介の淡決に付さなければならない財産の

取得父は処分は、予定価格土 000わ'|リ以I:の小動序打しくは動産の打入れrrしくはゾd払い（十地

については、1件5,⑻し>平打メ --トル以r.のtのに係るむのに限る、）又は小動産の倍・?£の受益

権のH入れ杓しくは介払いとする，
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議会第3回議案第70号

今治市の特定の事務を取り扱う郵便R'J)指定；こついて

今治itiの特疋の山務を取り扱う郵便Rを次のとおり指定することについて、地h'公JI-1・）1体ゾ > 特

定の事務の郵便こおける取扱I、；-関する法律(半成13什:法律苗1麟)弟:'3条第3項の規定!こよ

り、議公の議決を求める。

令和7年6 !j17 II提出

今治市β徳永繁使

記

1指定する郵便局

イオンモール今治新都市内郵便局（今治市にぎわい広場1番地1)

2 指定する郵便局で敗り扱う亨務

(1)地ノ/公共W休の特定の1ド務の郵便Wにおける取扱いに閣する法体（以|''「法.しいう。）

第2茉第6り・の規定に基づく胸人沿り・カード用n名用;¢;イ・証明];の殆むの中訊の受付、r：- r,

ft+川秤確認力ための書類の受付及び当該申請に係る個人番号カート'川署名川電f-趾明書を記

録I.た個人沿ふ力-・ドの弓渡し並びに個人番；力-・ド用署名用也f証明di:の大:効を求めるft

の中站の受付及び&名利H1占・確認のための丼籾の受付に閲するが務

(2 ) 法第2粂第7号の抛定に江づく個人番号カ・-ド叫引川秤証明川屯イ・証引Sの発行の申請

の受付,利用斤証明利用斤確認のための共街の受付及びツ次巾站に係る個人番&カード用利

川者証明川甫了・証明井を記録した個人番号カードのリ|渡し抱びに個人番号カード川利川^siE

叫用電+証明苫の欠効を戊める行の中品の受付及び利用ふ証明fj用！5確認のための苫如の受

付に間する作務

(3 )法第2粂第8ふの規屯に基づく個人沿；カードの交付の中站の受付及び'1バ《中站に係ろ
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θ人番号カードのリI渡し、個人番号カードの記録私項;こ変史があつたL;きのffi出の受川一、当

該届出に係ろ個人沿々カードの受付及ひ' ,7c]録，項の変更その他'*i淡個人洛^力--ドの滴UJな

利川を確保するために必嬰な措界を成じたうえでの引渡しに閲する私務

(・4 )法第2粂第9 vの規足に汰づく個人番v力"-ドの交付に当たり屯+情報処理組織(今治

山‘の使用に係る屯f-dl・党機と桁定する郵便局の使用に係る逍f-朴党機とを屯允通LiM路で接

続した甫了・情報処理組織をいう:)をHIいて映像とA・・みの送受倍によりII!でめ状態を相可・に

認・施しながら通話することができる方法によって木人確認の措®を'fjう場含におけろ11i拔ぶ

人確認の措逍に係る書類の受ノ，1・及び個人番号カードの交忙の申請をした考が当該本人確認の

措圈を受けるために必要な1$絡その他ソ)¥務

3 指*Eの期問

令和7年lin1Uから令和S年3川:n 口 £でと十る,1,ただし、3該指定期問の・満了の3か・>J

前まで;こ、今治山一汝び〒八郵便株式会汁.のいずれむが委託卓務の取扱いを淹止する旨の.S思.人;

小をしないとき；よ、う該指山期間を更に1化間延M-することとし、以後も同様とする,,
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「参照

地方公ft-け|体の特定の山:務の郵便W;こおける收扱いiこ問する法f# (抜-J-い）

(郵便局の指定等）

第3粂地わ・公几は、前？:各けに掲げる巾:務を郵便局において取り扱わせようとするときは、

次に掲げる莊乎に適含する郵便局を指足すろものとする:：

(1)その人的憐成に照らして、前条れ号に掲げる私務のうち郵便Wにおいて取り扱う山:務（以

ドー郵便局取扱亨務一という,，）を適n:かつ確尖に支砲することができろ知識及び能ノ Jを行

している.二と.

(2 )郵便局取扱事務を適il・:かつ確戈・に哭砲十るために必要な砲設及び設備（前条第9号に掲

:；るが務にあっては、弟2ウ措丙を適正かつ確実に?〒ぅために必恐な施設及び^備を含む-)

として総務打介で足める施設及び設備を備えていること。

() 個人・|,7報の適]Eな取扱いを確保ナるための措Kその他郵便品收扱事務を適TFかつ確実に

欠-施するために必要な措置(前条第9号に掲げるヤ務にあっては、第2ぢ・措置を適iEかつ確

実にむうた.め：こ必要な措Hを含む.：)として総務？V合で定めろ措Sが凋じられていること.」

(4 ) その他総務袢令で定める巫準に適合するものであること,.，

2地わ・公共団体は、的項の規:ゼによ1’）郵便局を指屯しようと十ろときは、，該郵便局の名称、

当該郵便Mの郵便M取扱-)f務及び当該郵便M取扱‘ド務を取り扱う期問を明らt >;こして、あ:)力、

じめ、π本郵(史株式会汁に協議しなければならない。

3地方公片団体は、的項の規定による協通が調い，第1項の規定により郵便局を指定しようと

するときは、あらかじめ、'J該地ガ公共M休の議 の議決を経なければならない、
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議合第3回議案第71号

へ治市辺地総ひ幣備,4卜幽の策足について

辺地;こ係る公几的施設の総介整備のための財政i:の特別措置等に関する法昧（BH和37年比律第

H8g-)第3粂第1項の規足により、今治市辺地総会幣備計|由|'を策定することについて議会の議決

を求めるc

合和7年H M17 II提出

今治市反 始永繁樹
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I参照」

.しり地に係る公J t的施設の総今整ffiiのための財政上の

特別措置等に閣する法汗；（抜十い）

(総介整備計両の策¢等）

第3条この法作によつて公ft的施設の惟備をしようとする市町村は、う該市町吋の議会の議決

を経て当該辺地に係る公共的施，没の総；>的な整備に叫する財政I・.の計阿(以卜.I総!>整備計珂。

という,.）を>1；めることができろ,
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今治市辺地総合整備計画

(令和7年度~11年度）

愛媛県今治市
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総介整備計両書

愛媛県介治巾 松足辺地

(辺地の人li 76人 ifu積2. 7k 110

(参4一辺地の世帯数11サ帯）

1辺地の概況

(1)辺地を構成する町父は字の名称菊問町松吊

(2 )地域の中心の位界今治ill菊問町松尾57落地1

(3)辺地度点数102点

2 公共的砲没の惟備を.Z要とするt-h'f

fe尾地域は、菊問町中心部から南東へ3 kmのころに位界し、民家は山あいに巣中し、

就ツ？人πの多くが第1次座業（黑業）に従事している。

う該地城の生活・経済を女える交油于・段は、公ft交油機関がないことからri家用巾:--、の依

存度が尚く ,その道路・にあっては、本地城と菊RI1町中心部を結ぶ古道菊問松h<・線、ある

いは河ン内地域、，治市上川町を結んでいる県道上川菊問線とヤ治市野問地域を結んでいる

越智押部広域農道が巾要幹線道路となっている,一,

県消下川菊問線は、部分的に改以されているが、河之内ん・u’u・の路線状況は、消路幅Uが狄

小で急カーブが多いため、也両の離合が難し く 農贖物の輸送など通行に支|¢をきたしている,

木地城n:式は、姑道玉川菊問線の河之内かかにf<良農地を所々'していることから，木地域

と河之内地域を結ぶ崔幹農道の幣備がフ成12年度から進められており、そ力平期完成が甲

£れている,.さらに農作業の'A・ん化や効率化を区るため、某幹農道と近接する農地とを結ぶ

農道をあわせて整備することが必要とされている。

木路線が整備されるとぬ地-、の行き穴が容易になるのをはじめ、地域a:iその牛活、経済活

励の利便性、安全性が確保できるとともに、M之内地域、上川町を好:巾した岡逍317'り-線へ

のアクセスが良くなり、地城経済の安定と向上、さらには地域問の交流による活性化が期待

できる。

3 公共的施設の幣備計幽'

合和7 丁度/, >ら合和11年度.£での5 ¥問

(申位：PI1))

他aけ一体？，
卒業普

財源ノ、1容 一般財源の')

ち辺地対策亨

装債のP定額
特疋財源 -般財源

県営一般農消

(歌仙地区）

3期

愛 く県 86, 一 64,500 2 1.500 21，500

介計 S6, 000 61,500 21，500 21.500
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総介整備計両書

愛媛県，治七 m之尻辺地

(辺地の人||117人一hi積1.7knft

(参4一辺地の世帯数61世帯）

1辺地の概況

(1)辺地を構成する町父は字の名称菊問町卜H之以

(2 )地域の中心の位界今治ill菊問町㈩之W. 737呑地

(3)辺地度点数109点

2公共的砲没の惟備を.Z要とするt-h'f

H之W地域は、菊問町中心部から南丙へ約：5 kmのところに位界し、K家は山あいに巣中

し、ナな座策は第1次産其（農業）であろ。

'・1該地域の生活・経済を支える交通手段は、公共交通機関がないことからA家用牢，、の依

存度が高くなっている.:本地城とW道196ウ線及び県道才之晚菊問線を結ぶdf道菊問馬背線

は地域において非常:こ需要の高・-、主要幹線;れ路となっていろが、部分的に1'1然法血の路Wが

あり、榮雨等にて法而が侵食し、崩落している閃所や路而沈ド・クラック等が牛.二,通行に

支障をきたしているh

木路線の整備を'ff・なうことで、地域住民の牛活、終済活動の利便性、安全性が確保できる

ヒともに、地域経済の安市と向上、さらには地城問の交流による活性化が期待できる.・>

3公共的施設の幣備計幽

令和7年度から令和I1年,セfeでの5年問

(申-位：千|1J)

n名\'\ f^r,
T卜業拉

財源内容 ・般財源のう

ら辺地対策予

業惜ゾ〉了・定額
特屯財源 -般財源

“ 一'')十冶小' 5. 000 5, 000 5. 000

合計 5, 000 5, 000 5, 000
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総介整備計両書

愛媛県，治七野々江辺地

(辺地の人|| 399人一hi積7. Oknft

(参4一辺地の世帯数220世帯）

1辺地の概況

(1)辺地を構成する町父は字の名称人ご.ぬ町野々i'T.

(2 )地域の中心の位界今治山一人・三以町野々,:T. 336 S地

(3)辺地度点数111点

2公共的砲没の惟備を.Z要とするt-h'f

野々江地域は愛媛県の最北、「沖の山として知られる、瀬戸内し主なみ海道沿線の人三

品に所作している、一tな座業は、農其・漁業の第一次座業である。

水産業ft同加1:施Sは、平成17 ¥度:こ没辟し、地域の水産物を加I: ・処理ナるための施

没である、

施設内の空調設備が耐川年数超過に上る£朽化で、施没内の温度調整ができなくなってお

り、水庇物の符理・保碎に支障をきたすと.ヒむに、灯場における従業aの熱中症-等のリスク

があり、¥急な¢新が必恕である』

施没機能の史新により、漁労活動のHrfH匕及び安全性の施保、施心の機能向上を図る:と

ができる。

3公共的施没の整備計一'

て7和7年度から^'和11年度tでの5年問

(單位：T-H)

施設？：ヽ\体名ヽ^
ゼ泊待

財源内'れ <財源び）う

ち川地対策4）:

業偵の予疋額
特足W源 一般財源

ftM加1:砲愛媛県漁協

設人：島支所
2, 610 1.1 10 1.200 1，200

&計 2, 64G 1，[10 1,200 1,200
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議合第3回議案第72号

市道の認定について

道路法(昭和27年法律第180号)第8条の姐定により、次の路線を山・道に認定する

<ナ和7 ¥ 6月17H提出

今治1畏 始永繁樹

整押番/7 路線名

起点

重辿な経過地
終点

1-260 郷八反地7ウ線

今治市郷拔ル：丁||

今治山'郷K井三J' B

2-572 中こ村汝新開4り・線

今治市艇H ・丁||

今治・]_目

2-573 東村浜新開5，口/線

守治市屯村一I'R

今治市4i村・丁||

2-571 上始立H木2り・裸

今治山・1:徳

今治|U上徳

2-575 小幡2 °線

令治rH1・ー徳

今治市上徳

2-576 a田駅北秋ノじ線

今治it）上徳

今治巾1:徳

2~577 上始秋7E線

今治市上徳

今治rh_ 1:徳
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2-578 徳森小黑線

今治 rh" [Hi rfi

今治山’高lb'

2-579 t'一平mi号線

今治市衣十町二1'目

今治市衣丁，一 i丁||

2-580 衣f-ヤ'・ m 2号線

/十治市衣丁・町^.丁||

台十'衣十町一:1'R

2-581 北,cy上2〇号線

今治小'北烏牛四）' 目

今治市北烏生叫丁||

2-582 上橘町12り-線

，治市十悟町二I'目

今治市1:描町二丁||

2-583 ハク内14巧*線

今治山'郷、、ケ内町-J' U

今治巾郷六ケ内町一]-R

2-581 f、ク内1・つ7ア線

今治市郷新R一敷一丁|1

"治市郷新屋敷一J' π

2-5S5 郷新屋敷町6ぢ一線

今治rh郷新超敷-TH

今治市郷新吊放・丁||

2-5S6 郷新ff:敷町7ウ線

今治ポ郷本町一.1'b

今治市郷本町二丁||

2-5S7 郷本町7け線

今治Hi郷本町一）' 目

今治市郷本町・丁|!

2-5SS 郷本町八ツU線

今治市郷本町三I'H

7治市郷木町二丁||

2-5S9 徳® 4ぢ・線

今治rh'唸屯

今治市せ:中.：

2-590 五1・嵐人株線

今治rH五十Jil

今治市7Tート嵐

3-527 吹拐小学校北線

今治rh'm金町二1'目

今治市黄金町一丁 H

3-5 2S 則穴明処新開線

，治小別宵町六1'目

7治市別宮町人丁||
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3-529 π吉町2号支線

今治市南日占町m

，治市南H吉町一]' R

3-530 R吉中川肪線

今治市南口，7町二丁||

今治市南|1吉町 一.1'目

3-531 1:河原8号線

/十治市抒仕町：丁||

今治小'杵什町二J' R

3-532 円吉鍛冶ノ 1:線

今治市北口人町二丁||

分治巾北H占町R

3-533 馬越安和地・:島野線

今治市馬越町.丁||

，治市馬越町二1' R

3-531 片山β崎線

今治山'片山二J'U

今治市片山：1' R

3-535 小依;^人線

今治市小泉WT 11

今治山'小泉五丁 π

3-536 小泉実人2り-線

今治山一小泉叫f U

今治市小泉四]' R

3-537 松ノ中9り-線

今/1 ?市品橋

今治山'|^橋

3-538 箕ノ越8り-線

今治!1川1路

今治rh'11'路

1-110 近β鶴免線

今治市近k町：川|

今治小'近兄町二j' b

4-4 11 七井池H線

介治市石ル・町四丁 M

/十治市石ル町叫丁||

4-412 打井ノ；別宵線

今治市イUI:町二I'目

7治市TTル町二丁||

4-413 イ1井…一別X 2ウ線

今治小'6井町二J-目

今治市石斤一町 一.丁||

1-111 h J)-人久保線

今治十ーイ，ル町：）' R

，治市TTル町ッ丁||

-67 -



1-115 柳々内4巧*線

今治市波H:浜

介治rfi'波止浪

4-116 中堀12号線

今治市中堀一丁 H

今治市巾堀一]'目

4-117 波止浜新町5号線

/十治市波ih.lft :丁||

今治市波||:活二J' R

4-4 IS 畑仆m住宅?号線

z?治市妃喜

分治巾延^

1-119 畑ルm住'セ8り-線

今治市延奔

，治市延ダ

1-420 上代崎住宅4号線

今治山'

今治rb'柚田

7-165 郷団地6 :線

今治市波方町人浦

令治山'波ん'町大浦

7-166 叫新問3リ-線

今治小波方町樋N

今治市波ヵー町樋口

8-3 12 又兵衛3り-線

人四町新町

大河町新町

8-313 大 ¢f f M 3 f/線

人西町宮脇

大内町宮脇

S-3 11 大曲丸山3 &線

人西町新町

大丙町新町

8_315 滝木女線

，治市人丙町脇

今・治市大内町協
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I参照」

道路汰（抜すい）

(市町W道の，音其及びその路線のafJ.定)

第8条第3粂第4号の心町村道とは、山'町村の区域内にな十る道路で、山・町村良がその路線を

認定Lたものをいう

2 rh・町村長が曲項の規定;こtり路線を認定しようとする場介においては、あらかじめさ該市町

付の議ク?ソ]遇決を経なけれf Xナk 1・っなし、.
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I参考」

[1i道恐定路線一乾表

幣坪番け

路線名
起

牧地の幅U

延燵

終点 現況 計阿

1-260 郷八反地7リ・線

今治市郷桜仆：丁|1522沿10先
1.0

m ni

107.り

今治市郷桜ルてr π 522番15先

2-572 束村浜新開・4 v線
今治巾屯付 一f F1甲S59番36

・1.0

-・1.2
74. 2

今治巾束村・丁 ililhsySBS先

2_〇73 束村浪新開5号線

介治市束村一]'ロリ1S62番10先
1.n

~6. 0
12S. 9

今治1 if東村一丁門甲862番14先

2-574 f- v.存木2り線

今治市卜.せ甲i6y番3先

1.9 105. 2

今;台市上噤〒Ifis番|0先

2-575 小幡2勺-線

今治d] 1:楚.甲609洛19'ん
4. 5 27. 4

今治巾上咄叩仙9番2〇先

2_〇7fi 富田駅北秋.ル線

々治市上噤乙9〇番6先
4. 0 2S. S

守治巾1:懣乙90番7 '尤

2-577 卜.徳秋元線

今治市卜.せ:乙4游7先
6. 0 38. 7

今治di上せ.乙・1洛|〇'ん

2-57S 徳森小黒線
今治d!尚山'甲27〇番1'ん 1.0

叫5. 0
155. F

ウ治市口市リリ明洛1先

2-S79 衣十T・¢1号線
今治市衣干町rn121番1先

6. 0 49.1

今治市衣に町二丁 H121番8 'ん

2-5S0 衣干平山2ぢ-線

今治市衣丁・町：TH111悉K先
6.り 37. 9

今治山'衣T・町三「口111番10先

2-581 北,なヤ20^線
今;台山'北鳥牛四丁 π 526番11'ん

・1.2 3-1.0

々治市北,0;主叫丁 H「)26悉；）先

2-5S2 土僑町12り・線

今治市十.橋町：r πis7番1先
4. 2 72. 9

今治巾上椅Wj_ :丁 M190番'ん
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2-583 ，、ク1 ノ、]14可線
今治||I・郷、'、ケ内町一]'01S1番30先

4. 7 91.7

今治市郷六ケ内111]'-丁 h181番23'ん

2-5S4 へケ内15り' 線
今治df郷新屋故 rUl6S番12ス：

5. 0 92. 6

今治!if郷斯屋敷一1+ 口16S番6先

2-5S5 邪新吊敷町6 線
7治巾郷祈足放'丁 M 239番4 'ん

fi. 0 70. S

介治市郷新吊敷・丁 Ii239洛8先

2-aS6 邪新屋敷町7り・線
今治市郷本町二]' H 27〇番1左

4. 0 113. 6

今治Hi郷木町'.丁 M 275番3先

2-5S7 邪本町7ウ線
今治lU郷本町'J- Li 516S--11:1,;

・1.G 69. 9

今治山'郷本町一]'0F,16S-Il：t

2-58S 郷本叫'八ツ11線

z?治rh_郷木町二丁 M 799番3先

4. 7 69. (}

'治市郷本町 一.丁|| 7り9番7 ?,；

2-589 徳¢ 4一線
今治Hi始巫255番1先

4. U 9（S.]

今治市徳¢： 24 8番1ん

2-590 7?, 1・嵐人味線
今沿山' /1.1嵐中16-4-S1先

4. G 69. 2

/ナ治|U Jl十嵐U11りS番1先

3-527 吹掲小学校北線

今治布黄金w]' 一:丁 M 2番3S'ん
6. 0 11.1

今治市黄企町こ・. J' 112洛36先

3-a28 別宮叫処新開線

今治Hi別?\町六1' W 327番3先
6. 0 34. 3

今治巾別穴町六丁 H 327番lO'Al

3-529 II A・町2ウ支線

今治市南U ,i,'町・ 1' U 1リ71番1'ん
6. 0 73. G

今治『ド||川方町-ru 1リ71番!）'ん

3-530 0人中川原線

今治巾南日吉町一. 丁 M甲208番10先
・1.0

~4. 7
102. 2

今治山・南U占町：)'L! 1リ2()8洛10'ん：

3-531 1+一河原8 v線

介治市蒼fl.町二1' 0 S番17先
4. 7 40. 0

介治「卜皆什町'.丁 M 8番19ん

3-.^32 11 i・鍛冶ノ上線

今治市北L1心町二J" U 'I1 1063^ 5先
5. 0 1G. G

今治市北i1苫町 一.1' b 'T11062番2 'ん

3_〇33 馬越安和池一:,白野線
今治「卜旭越町' fH甲115番6先

・1.7 97.1

今治山'馬越町二J' U⑴21()・番口先
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3-534 片山尚崎線
zす治||川山一.]' S2S3番10先

6. 0 (5S. 9

今治市片山'.丁 h 306番12先

3_535 小泉実人線

今治山・小泉|几| J- U 169番1⑽一:
6. 0 S 1.1

今治山・小泉五]' 口 97番30'ん

3-536 小泉実人2 線

介治巾小泉四丁 M169番22'人
4. 7 29. S

介治市小泉叫丁||16り洛29先

松ノ中9り・線
今治Hi品橘中526番2先

4. 0 39. 5

今治Hi W播甲505番3先

3-53S K ノ越Mウ線
今治|U山路90り&17先

・1.3 69. 2

今治|卜山路909番11先

1-110 近a鶴免線
介i台巾近兄町：丁 M 279番1先

・1.3

-4. 7
-1-1.S

'治市近以町：丁|| 279番5 ?,：

・1-111 む井池¢線
今治Hi石井町四I' H 601番12先

6. 0 65. 5

今治rh_石井町四丁 W 591番6先

4-412 石井ん別';j・線
今沿山・石井町ご.J' U -19SS 5先

6. 0 3S. 2

今治心6'井町三]-0相S番|:う先

・HI 13 TT.J|--占別宮2り-線

今治布77ル町一: 丁 M 574番3 'ん
4. 7

-B. 0
161.5

今治市ぢ仆町ニ・. J' 11573^& 5ス：

Hill <一!井大久保線
今治Hi h井町二1' W 57F)番5先

6. 0 SO. 9

今治Hi'石井町二丁 H 575番9先

4-415 柳ケ内4ウ線
今治市波土浜5 1洛-4先

6. 0 51.3

今治m彼止汝49番1先

・HI16 中堀12 v線

今治巾中堀・ 丁 N171番72'人
・1.7 35. 3

今治df巾堀・ J' U171®:川先

1-117 波止泡新町5け線
介治市波止汝二1' 0 2S9番3先

4. 7 25. 0

介治「ド波止浜'.丁 M 289番5先

4-4 IS 畑仆田仆:'ナ；7ぢ・線
今治市延#⑴251洛；)先

6. 0 67. 7

今治市延禽甲251番11先

1-119 畑仆|||住宅Sを線
今治「卜延克甲336 S・・1Vl

・1.0 67. 6

今治山'延？336洛1先
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4-420 土 h ii 時 π: 一£: 4 -fy 線
今治市柚田中2番22先

4. 2 74. 9

今治市柚IH甲2番26'尤

7-165 邪団地6 &線
今治||“皮方町人浦乙119番70ウ|に

・1.7 107. 9

今治1 i f波方町人浦乙4 4 9番13 51

7-166 ド新開3リ・線
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【参考】
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虚会第3卜1議案第73

専決処分に.ついて

地方π沿法（昭和以牛法半第67ウ）吊179条第1項の規定;こより次のとおり屯決処分したから、

同条第3項び）規定により報告し、承認を求めろ一

令和7勺_'・6 π ππ提(I:

今治市反 徳永繁樹

記

・令和6化度今治市・般乃計補正Pw-(第りv)

・今治小心税茉例の 一^を改il?J-る条例制足について

・今治市Iゼ!JX健康保険税条例の-・部を改正する条例制定;こっいて

・今治嫌域経済牽引卒業〇)促進；こ.1:ろ地域の成反発展の基盤強化のための固定資産税の特例

措置に問する粂例の一部を改じする条例制定;こついて

・含和7年度今治市・般会計補正P算（吊1り-)

・介和7年度今治市・般；^|・補七予W (第2号）
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「参照|

地方自治法（抜すい)

(妊のガ決処分）

弟179条普通地方公ft団体の議会が成立しないとき・筑113条ただし齊の場含においてなお会議

を開くこ.ヒができないとき、普通地ノフ公AZ!体のftにおいて議会の議決すべき亨什について特

に緊急を要するため議会を招樂する||!f問的余浴がないことが明らかであると認めるとき、父は

議会i -:おいて議決すベき事件を議決しないときは、う該普通地方公共H1体の妓は、そ・の議決す

・ヘき事件を処分十ることができる.

2議亡の決定すべき’ド件に問しては、的項の例による。

3I1N 2項の規・Jr;こよろ4L-興については、普通地〃公共fflfムのβは、次の会議においてこれを謎

会に報？？し、その承認を求めなければならないc
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巧決第6け

令和6年度今治市一般；補ih： T，算（第y号）

台和6年度今治巾の-般会計補iE予算（第9号）は、次に定めるところによる。

(歳入S出予算の補正）

第1あ歳人遇出予算の総額に.歳入哉出それぞれ2 s S, 3 0 0 r-p:を追!JI:し、送人我出予穿

の総額を送人送出それぞれSリ，0 9 9, D9yr一円と才る，

2 歳入歳出予曹の補正の款項のE分及び当該[<分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第1表歳入哉出プ’算補正による：

h記補止:予算を地方|3治法(昭和2‘2年法律第67号)第179粂第1項の規也;こより専決処分する。

介和7年:イ月31円

今治市艮徳永繁樹

般会H十
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第1表歳入歳出予算補正 歳入

款 項

16県支出金

1県負担金

1S寄附金

1寄附金

i!〇操越金

1繰越金

1

歳入合計

一般会計歳入
-96 -



地位千円1

補ih:前の額 補正額
計

6, 514. 34（S 4, 000 6, 51S，346

4. 217, S54 4, 000 ・1,221.854

5. 428, 412 256.300 5. 684. 712

i 428, 412 256, 300 5, 6841 712

3, 204, 73R 23, OOCf 3. 252. 738

3, 20-t 73S 二S. 000 3. 232. 738

8S，810, 799 288,300 89, 099, 099
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歳出

款
項

3民牛費

4災苦救助費

7尚て昔

1商：π費

9消防費

1消防費

10教育費

5保健体育費

i

歳出π計

-般会計歳出
-98 -



(単位千円1

補正前の額 補正額
計

34. 340, 274 4. 000 34,34七 274

5
1,000 4, 005

5, 800, 296 （3〇, 000 5, 360, 296

5, 800, 296 60,000 5. 860, 2%

3,135, 8(59 23,000 3.163, 869

3, 435, S69 2S.000 3, 4(53, 8G9

S，195, 896 196, 300 8, 392,196

2,18丁，703 196, 300 2, 384, 003

SS. S10, 799 2SS, 301) 89, 099.099

-99 -
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歳入歳出補正予算事項別明細書

1 総括（歳人）（単位 丁一円)

款 補正前の額 補止額計

16県支出金 6, 514, 346 4, 000 6, 518, 316

1S寄附金 5, 42S, 412 256, 3GO 5, 684,112

20操越金 3, 204, 73H 28,000 3.232. 738

1

1

歳 入 α 6十 88, 810, 799 2SS. 300 卜9, 099, 099

-101-
一般会計総括（歳人)



(歳 出,)

款補正曲の額 補iT.額 計

3 民牛.費34,340,274 4, 000 34, 344,274

7 商上費5.800,296 60,000 5, 860, 296

9 消防費3, ・135, S6S 28. 000 3,lh3, SG9

10 教育費8,195, 89C 196.300 8, 392.1%

歳 出 合計 SS, 810, 799 2SSt 300 S9. 099. 0^9

・般会計総括（歳出.1
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渾位千円

補正額の財源内訳

特定W源
一般 W源

国庫支出金 県支出金 地方債その他

0 4, 000 0 0 0

0 0
060, 003 0

0 0 0 ： 0 28, 000

0 ti 0
196f 300 0

0 4. 一
0

256. 300 2S, 000
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2 歳入

款項目 補正前 補正額 g'f

16県支出金 6,514. 346 4. 000 6,518. 346

1 県負担余 4, 21フ.854 4, 000 4. 221.854

1 民牛費県負担金 3. 920, 782 4.000 3, 924. 782

18寄附金 5r 428,412 256. 300 5,684,712

1 寄附金 5.428.412 256. 300 5.684,712

1 一般寄附金 3,198.852 196. 300 3,395.152

S商T一費寄附余 2,100.000 60, 000 2,160.000

20 繰越金 3, 204, 738 28, 000 3,232.738

1 繰越金13,204,738 28. 000 3. 232, 738

1 繰越金 3. 204. 738 28. 000 3.232.738

歳入合計 88.810, 799 288. 300 89,099,099

一般会計歳入県支出金・寄附余・繰越余)
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(単位千円，

節
説明

区分 金額

S災宵救助費 4.000 災害救助費替支弁費交付余

1・般寄附 196, 300 一般寄附金しhるさと納税・'スポーツ版:131,300

一般寄附金(企業肢ふるさと納税'!165. 000

1商て振興費 60. 000 海事都市今治未来基金積立金

1繰越金 28. 000 繰越金

-105 -



3 歳出

款項 R 補止前 補正額 3仁
補iH予算額の財源内訳

p

特¢財源 一般財源

3K生費 34. 340. 274 4, 000 34, 344.274 4, 000 0

4災苫枚助費
5

4. 000 .4. 005 4,000 0

1 災害救助費
5

4. 000 4,005 4.000

(内訳）

県支出金

4, 000

0

?商丁-費 5. 800. 296 60. 000 5. 860, 296 60. 000 0

1商工費 5. 800. 296 60, 000 5, 860, 296 60. 000 0

2商上振興費 3. 086. 670 60, 000 3.146,670 60. 000

¢内訳）

寄附会

60. 000

0

9消防費 3. 435. 869 28, 000 3, 463,869 0 28, 000

1 消防費 3, 435. 869 28, 000 3, 463,869 0 28, 000

1常備消防費 2,183.787 21,500 1' 205.287 0 21,500

5災害対策費 186.213 6.500 192,713 0 6. 500

10 教育昔 8,195, 896 196,300 8, 392,196 196,300 0

5保健体育費 2,187, 703 196.300 2, 384, 003 196.300 0

1 保健体育総務費 371,773 196,300 568.073 196.300

(内訳）

寄附余

196,300

0

歳出 n 計 88,810,799 288.300 89.099,099 260, 300 28. 000

・般会計歳出（民生費・商エ費・消防費・教育費、
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単位千円|

節 説明 目の説明
区分 金額

1報酬 150 嘱託昌 災害救助昔

・1，0003職ft于当等 3.650時問外勧務千・当1350

管理職M特別勤務于:イ3⑹

12委託料 200 その他委託料

災害ボラン〒イアセンター事業香托料

24積立余 60, 000 海事都市ち、mわ来基金積ン金 海事都市推進事業費

GO, JO0

3職員手当等 20. 000 時間外勤務手当 職員給与費

20, 000

消防活動費

],⑽〕

常備消防施段音理費

500

10需用費 1.500燃料費500

食根費1,000

3職β手当等 6,500時間外勤務手当4.900

管理職β特別勤務手当1.600

災吉対策費

6, 50')

24積立金 196, 300 スポーツ振興基金唄立金 スポーソ振興基金費

196,300
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補 正 イ・ n 給 与 費 明 細 苫

1 特別職（里位 \・丁一円’!

区 職 U 数

給乍費

共済齊 M計 備

巧報酬 給料 職π手Ji
計

捕iEヤ

等
4

- 35.:12 5(1 755 S5. SH7 S. 751 94, fihS

議 W 30 177, 3bS - 叫7三2 23S.120 52. C17G 196

その他 4, 9.VJ 2S3. 152 - - 2S3,152 - 2S3,162

計 4, 973 4fit) F20 35, ] 12 111, 5U? B07,139 6J. 827 667. 9Gb

補U前

fi 等
4

- ・巧，li2 5CI. 755 8S, SG7 S. 751 94. 61S

議 S 3U 177, HfiS - 60. 752 23S,120 52, 07fj 290, 196

その他 4, 93り 2S3, ：52 - - 2S3.152 - 2以，152

【
什

4, 973 460. 520 35.112 HI.W 607,139 GU, S27 667, 966

比較

β 等
0

-
U 0 0 n U

議貝
0 0 0 U (1 0

その他
0 0

- -

0
-

0

df
fl 0 U

し
)

0 D 0

職は通勤予当（ft等|.期末手間支給牟3. 43 f!⑷汝び退職+li

2 一般職

(1) 総括（牟位た・千円

LA分 職H 数

松与背

共済費 πril 備考

報一酬 給料 職員手'J l 3)

補正後 '2, 7；*9 1.OUt) 5, 7'29, IMF 1,t)]?. C1S(I n, 215 2.11^. 3OB 13. 77B，S2I

補1:'前 2.（39 1.引!]. S5G 5 i2!r 135 4. SSI, 9:川 11.630.915 ム115. 306 13. 74f\

比較
0

150
CI 30.1F0 St), ?：()0

0

M H00

（木会針にお：iる計上職ft数;12 . 7 3 9 /、及び1\ ( 5 R )で克る-'1

職

丁
：

当

しり

内

凶7? 4；美手 地域手当 仕W干当 通勤于 'パ
特殊

勧務手当

H'r間外

勤務~7 '
宿F.1直手ツ

補jT後 l-；3. 63? 2 527 SI.H4U 129. 2SS 11.65F 434, S9i fi40

補li;.前 M3. 637 2 522 S!, 340 129, 2 冗 '4, ぅ仙，(）44 610

比校
0 [J 0 (I ?S. 2^0 0

Lx分
管理職α特

別勤務¥白
管理職千・当 期末手土 勤勉丁・ーち

箱袴教育等

教W特別F-当
退職手ツ その他：F当

補三後 Ifi, SGI 204, 3S1 1.496. 57F） 1.22S. 237 732 776. 735 M.叩リ

補_u:朝 14. 901 204. 3Si 1.496.印 1.2”，リ？ 732 7?6, 735 S], 69¢)

比較 ].900
0 0 G ii

・
J

〇

一般会計（給な齊明細¢)
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ア会イ|ー・!rs任吊職s以外、わ職& 単位 K ・下円}

IX分 職数

給与齊

尖済費 備考

報酬 給料 職Sず当

袖1卜.後 1,2(h' - 4. b24. 626 3. 690. SSfi S.ス]5. 512 i Mio. 29c 9. SSI. S05

補 if. Aij 1,207 - 4, b'Z-. 62t） 3. 660, 7冗 S, 285, 362 1.5H6. 29?' 9. SSI.655

比fe
0

-
0

.・'(I,1F0 -.[1,J.5U
0

<・・0,15(j

('木£・計におけるき・ー上職β数は|. 2 0 7 \Pz：71\（ 5 π ；である-）

職

丁
：

力

内

汰

1<分 扶卷I巧 地域手2J 11レ；千・ 'il 通釣于一当
特殊

勤務手当

時問外

勤務手当
宿日曲で:L'i

補jT.後 リ5つリ S1.：：\\{} H)5, 9S! 1：.701 H%‘4帥 6 (if)

袖 lFn N l-l:i 637 9 5 2 9 S1.240 H)F.叩1 11?し1! ?68, 206 6GG

，七
() 0 0 0 i'i

び，250
0

区分
菅押職fl特

別灼務-P当
管理職手リ 期太手士 勤勉f-当

義務教脊等

教貝特別-t当
迫職手与 その他谷当

補i:後 16, SG4 204. 3S1 i. 037. Ut S40, JIG 72,2 767,川 S1.690

補1にfii 14. 904 ::;S1 ],0巧.US s-j〇, 41IJ 732 767. 531 Si. 59G

比較 1. 9UD
c 0 u ° °

f 公引年.戊tt用職π呼々人・「円}

区分 職M数

給¥費

共済齊 台.11 備考

賴酬 給料 職D手'Ji hT

補正後 1.リ2 320, 000 1.104, F09 921.194 3. 34b, 70? rv；9. 0L-; ：< S9.1,716

補 Z n'i 1.以 1,319, S50 1.!0・1,*309 921.'91 S,ス45, 553 549. 013 3, S94, 566

比較
0 iFD LI 0

1冗
0 150

職

H

手

の

内

訳

区分 扶養不当 地域-T- ft K手当 通勤T・当
特殊

勤%千：L4

吟間 4

動格于当
屯H直丁出

補1---.後 - - 2；； Z07 2, 9H4 .'S. 4：：iS .td

補1F,前 - - - ジ， 2. 954 ?S, 43S 卯

比較 - - -
tf (J

じ
0

1<分
管埋職R特

別勤務手巧
苦理職-F-当 期夫r-当 勤勉T-当

義務教育等

教θ特如手当
退職千・当 その他丁-当

補正後 - 4S9. 430 3S7. S21 リ，204 -

補 HZ RU - - 4：）9, 4.3 0 ?8?. S21 - 9, ?iJ4

比較 - -

G (1
-

1!

--般；?計（給与齊明細書)
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（j :・給料及び舷貝ア:当ノ、增滅額、・.・:叫細(糾定s任用禄π以斗の職貝' I:ぜ位 rrn

区分 溜減新 增減爭中別内ポ 我明 滴4-

職豆

丁:1i

：iC, ISII 制戌改正に

fう增減分

舁給に伴う

増 /jn /r

その他ン）

増減分

3U,1.A1

1

i

1

業衿Svf.;変動に伴う増減分-.0.150

時間外勤拷t当ひ.ジG

管抒暉貝将別動ft手当1, 9JG

i

・般会計：給与費明細
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專決第7号

今治rfi rH税条例のイ;'・：を改山:十る.染例制'/どにつL、て

標記粂例を地ん一自治汰（昭和22ち',2;律第67号）第179粂第1項の姐¢にtり、次のとおり専決処

分すろ,，

介和7乍3 M 31H

今治十'長 始永繁拉:

「迎 llL

地方税法（昭和25 ¥法作第226り-)の改d::こ什ぃ、所要の改山:をしJ:うとすろfと

-Ill-
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/す矜七十一税条例の・部を改か:する条例

今治市市税条例（ 'ド成17年治iTT条例第61け)の-・部を次のよう！こ改正する，

第18粂中Iは、」の次;:!公小事項(同条第2項に規足する公示事項をいう?以ドこの条にお

いてMじ,)を地方税法施行規則(昭和29<|:.総理府合第23ふ..以下一杏含|という,)第1条の

8第1項に規定する〃法により不特定多数の者が|!y覧することができる状態に置く措置をとると

ともに、公一〒;事・1TIが,id載された為曲'を」を加え、「掲示してむう・を「掲不し、.父は公不事・1'口を

十fゾ > 山:務所に設遥した甫f朴算機ゾ >映像面に表示したものの閲覧をするこ，しができる状態に芭く

措遥をとることに上ってすろ。に改めろL

第IH条の3中i'地方税法施行規則(昭和29半総押府令第23ぢ・、以下I杵令|という,-,).を宵

合」に改める、

第34条の2中「父は扶疾控除額を「、扶途控除額又は特定親族特別控除額Iに改める,..

第36粂の2第1項ただし苫中 ¢しくは汰第31.1粂の2第4項」を、法第31.1条の2第4項.

に改め、「扶妥控除額」の次に「れしくは特定親族特別控除額（特定規族m粂第1項第12らに

Mi定-・・I ・るVi'定親族をいう,第36灸(/）3の2第1項第：3号及び第36条の3ソ）3第1項におし、てM

じ。)(111V.の会肝所得金額が85万r:以ドであるtのに限る.)に係るものを玲く、).を加え

る.

第36粂の3の2第1項第3りぺ」扶義親族]ヵ次に又は特)L・親族jを加える。

弟36条の33 ；J'i1項|||「者に限るr )1の次に「若しくは特定親族(退職P当苫に係る所?;}

をイ!する者であって、<UI・所得金額が85万π以ドであるIのに限る.，)」を加え、同項第・3号中

「扶英親族の次に「父は特定親族|を加える..

吊71粂巧3項第5号巾「前項必3好」を「沁]項巧3号」に改める。

第S2粂第1りーア中「エ」を「ウ及び才，に改め、同りーイ中「又は一を「（ウ；こ掲げるものを除

く,-.)父は」に改め、M号工をM号才とし、M号ウ巾’又は」を"(ウに掲げるものを除く -)

父はに改め、同y・ウを同vエとし、同y・イの次に次のよつ1こ加える，一,

ウ 2輪のもので、総俳i鼠が().125リットル以下かつ於品出ハが4.()キロワット以下のもの

年額 2,00 OF]

第89条第3項第5 中「定格出Jj Iの次に「(第82条第1弓-ウiこ掲I fるW動機付π転¢i1あつ

ては、原動機の総排気鼠及び最高出力）Jを加える，

第⑽条第3項リ|「障苫各等又は一を「障苫名一等おしく！上一に、「を提不すろ」を’又はこれら

の矜の特定免許悄料（Mi去弟95粂の2第2項に定する特定免許枯報をい9 .：.次項においてMじc )

がな録された免許情報^録個人沿々力--ド（同条第4項に規足十ろ免芥・宥報た録個人准；カード
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をいう-次項においてMじ，)を捉示する」に改め、M項第;5号中一の番号、交H・年）及び」

を '又は道路交通法第95条の2第2項第1り・に規・4£十ろ免許情報>kl録(以ドこのり・においてr免

抑粘報記録|という,-.)の番弓・、述松免許の年川II、述松免許証又は免許借報記録のに改め、

同粂中第6 mを第7 mとし、第5項を第6項とし、第.4項を第5項とし、第3項の次に次の1項

を加える

4 前項の場介において、免許情報記録個人番号カ・- ドを捉七したときは、吉該免許情報+録個

人游冷カードに記録された特企免浦・報を確認するために必要な措;Sを受けなければならない

第91粂第8項中「肚く」を―拔づく」に改める。

第139条の3第3項;?5 3ゆ中一曲項第2じ」を「第1項第2り一.|に改めろ.」

附則第10条の2第22項中f附H:第15条第37項|を1'附則第^条第36項!に改め、M条第23項中

リ;付則第15粂第38項」をI附則第15粂第37項」に改め、同条第2.1項〇 I附則第15条第41唄一をI附

則第15条第40項|に改め、M条第25項巾「附則第|5条第42項|を「附則第15条弟41項|に改める,，

附則第10粂の3中第15項を第16項とし、第14項を第15項とし、第13項の次に次の1項を加え.る.，

II市技は、法附則弟15条の9の3第1項に規定する特屯マンシaンに係る|ス:り> 所有に係る家足

:こついては、前項の申告苦の捉出がなかった場合においても、マンシコンの管理の適止化ゾ>推

進に間する法作(平成| 2年法淨第149ゆ)第5茉の2弟1填に規定する位理紺なの笠理行等から

法附叫第15条の9の:3第2項にMi定する期問内1こ？F令附UJJ第7条第17項各3・;こ掲げる書領の捉

川がされ、かつ、、該特足マンシhンが法附則第15灸の9の3第1項に規ゼすろ要件；こ該'11す

ると認められろときは、的項のWJ定にかかわらず、hd粂な'i1項のMl定を適HIする:_とができる,、

附則第10条の4及び第10粂の5を削る;

附則第10条の6第1項各g一列記以外の部分中「附則第16条の4第1項Iを―附則第16粂の2第

1項-に改め、レ1項芯1ぢ-中r附則第12粂の6弟1項芯3号Jを「附則屯12条の4弟1項弟:3弓・」

に改め、同項第2じ及び第3り-中’附則第16条の4第1項，を一附則弟16炎の2第1項」に改め、

M条第2項中*附則第16条の4第1mjを「附則第16条の2第1項一に、「令幻,5年度分及び令

和6年ほ分]を什和7年度分及び介和8ヤ茂分」に改め、同条第3ンfl中「附則第16.条の4第4

項を「附則Klft条の2第4項|に改め，M項第：・！り・及び第:5り一中附則第16条の・4第:"!項iを

附則第16炎の2第3W一に改め、同条第4項中I附U.第16粂:/>4第9項」を附則第16粂の2

第9項に改め・H条を附則第10条の4とする,.

附則®16^の2の次iこ次の1条を加える:

(加熱式たばこに係るたばこ税の課税標乎の特例）

第16粂の2の2く7和8年4 M1II以後に第92粂の2第1項の，Ai渡し父;-iM粂第2項のソ'じ渡し,朽

しく li消費等（次項においてーエ渡し等」という。）がfrわれた加熱式たばこ（第92粂第1り・
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才に掲げる加熟式たばこをいい、第93粂の2の規定により製造たばことみなされるむのを^む,-,

以|、'この条においてR1じ・）に係る弟91粂第1項の製造たばこの本数:土、同条第3項の規定に

かかわらず、当分の問、次の各ぢ-に掲げる区分に応じ、当該各弓・に定める方法により換算した

紙卷たばこ(第92粂第1什アに掲げる紙卷たば・こをいう、.以ドこの項及び次項において同じ)

の本数によるものと十る,_

(1)集たばこ(たばこ・41'業法第2粂第2号に規¢する集たばこをいう、)を原料の全お又!1

.部とLす:ものを紙その他これに朗する材料のもので卷いた加熱式たばこ(巧核葉たばこを

原料のセ部父は.部としたものを苔合附則第8条の4の2に規定するところにtり成接加熱

するこヒによって喫炸の月に供されろれのに限る,.) ツ該加熱式たばこの束桔（フィルタ

一そのtoの杵令阿H1第K条の4の：3に規定・するtの；こ係る部分の$吊-を除く-.以下この・¢ /J >

ら第3項までにおいて同じ。)の0.35グラムをもって紙卷たばこの1木:こ換砕十るカ・法:た

だし、'土核加熱式たばこの1本当たりの帛染が().35グラム永・満である場今にあっては、当該

加熱式たばこの1本をむって紙卷たばこの1本に換京するん'・;上・

(2 ) isi.なに掲げろもの以入の加熱式たばこ十,凌加熱穴たばこび:> 屯城のり.2グラムをもって

紙卷たばこの1本に換Sする)i法。ただし、'J該加熱式す・-ばこの品目ごとの1個liたりび）屯

桔が4グラム.ペ満である場合:こあっては、巧該加熱式たばこの品nごとの1個をもって紙卷

た! i'こゾ・i 2 0本1こ換篇十るナ/法

2的項の規定に.1；り加熟式たばこのうち一第1り-ただしJfの規定の滴用を受けるもの及びini

項弟2ひただし片の規市の適mを受けるもの以外のものの市缺を紙卷たばこの本数に換算十る

4}；>における計算は、・_だ渡し等がf fわれた加熱式たばこの品Nごとの1個当たりの屯屋:に当該

加熱ス.たば二の品|」ごとの数M;を乗じて得た屯缺をhd項各&に掲げる区分ごとに含計し、その

介計¢鼠を紙卷たばこの本数に換算するな法に,tり行うものとする。

3fi;i項の計り:；こ閉し、同項の加熱式たばこの品I iことの1個たりの屯坑に0.1グラム來満の端

数t'、ある場合には、その端数をUJ >)拾てるbのとする:，

4第1項第2り-;こ掲げろ加熱バ;たばこ(第93条の2の規足により製造たばことみなされるもの

に限る。)のうち、次に掲げる・Lのについては，Mvただし丼の税¢・は、適川しない「

(1)第1壞第1kHこ掲げる加熱式たばこと併せて喫煙の川に供されるもの

(2 ) 第1項第2 q一に掲げる加熱、\.たばこ（弟泊条の2の規定により製造たばことみなされる

むのを除く。)と併せて喫煙の川に供される加熱式たばこ(K粂の姐定により製造たばこと

みなされるものに限る,:)であつて十淡加熱式たばこのみの品I Iのtの

附則

(施む期H )
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第1条この粂例は、令和7年.1川111から砲行する,:，ただし、次の各号に掲げる規定は、当該

各り-に足めるHから施hする」

(1)第34条の2、第36条の2第1項ただし與、芯36条の3の2第1項®:3ウ汝び第36条のパ

の3第1項の改十:規定、世びに"W川第3粂ヵ姐定介和8年-11H

（2 )附則第16条の2の次に1条を加える改王規定及び附則弟(う粂の規定令和8し4；!11.1

(3 ) 第18粂及び第18条の3の改止Mi定收びに次条の祝定地〃税法等の一部を改止する法体

(令わ5 <1;.法律第15-)附則第1条弟12り・に掲げる規'ふ:の施hのπ

(公示送逢に関する経過措m

弟2粂この条例:こ上る改小:後の今治山'山税条例（以ドー新茉例一という。）第18条の規定は、

的条第3ち・に掲げる規¢・の施πの||以後にする公ポ送達について適mし、iuj11的にした公示送

迂については、なお従前の例に！：る，

(市L<税に問する経過措丙）

第3条新灸例第31条の2汝び第36灸の2第1項ただし苦の規定に、介和8年度以後の年度分・ゾ〉

個人の市税について適用し、令和7什:¢分£でのft'.1人の市以税1こついてに、なお従ii；jの例：:

tる。

2令和8イ::・茂分の個人の市R税に係る中苫の提Miに係ろ新粂例第3b粂の2第1項の規疋の適

用については、|..・]項ただL善巾特定親族特別控除額(特定規族(|"1条第1項第12 C' iこ規定十

る特親族をいう一第36条の3の2第1項第3 ;及び第36粂の3の3第1項において|n]じ、）

(前年の含き-所打余額が・sr)わ・w以下であるものに限る.）に係るものを除く，) とあるのは、

I特：親族特別控除額」とする，

3新条例第36条の3の2第1項の規定;1、附則第1条第1g一に掲げろ規定の施行のU (以下I1

号施行||」とい.・八)以後に支払を受けるべき炉粂/列第36粂の2第1項ただし*にW定する給

4について提H iする新条例第36条の3の2冶1項及び第3項の規，k・；こよる4 i苫J}:について適用

し、1号施行||前に支払を受けるべきこの条例による改||:.前の今治「HHi税条例（以下[IH粂例」

という。）第:36条の2第1項ただし，1;:に辰足する給与について提出した旧条例第36条の3の2

第I項及び第3項の姐¢・による中1!?科については、なお従的の例による、

4新粂例第36染の3の3第1項の規定は、1号施行日以後に支払を受けるべき所得税法（昭不||

10<ド・法律第33 G一)第203条の6第|項に規定すろ公的小金等（M法第203条の7の規定の適用を

'3けるものを除く c以ドこの項においてI公的年金等一という,)について提出する新粂例第

36条の3の3第1項の規定による中告肖について適用し、1弓・施h 11以'に支払を受けるべき公

的年金等について提出した旧粂例第36条の3の3第1項の規定による申告1?については、なお

従前の例による、
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(利定資沌税に問する妊過措K)

第4条新矢例の規定中固疋資産税に関する部分は、介和7年度以後のT一度分の固定資産税につ

いて適niし、合和6年度分一tでの肉宇資帝税については、なお従前の例による。

(軽動市.税に閣十る抒過措遇)

第5条新条例第ぬ条(第1&に係る部分に限る.,）の規定;よ、分和7 <1:・度以後の<1・:度分の祥π

動市税の植別割；こついて適川し、<7不i I 6佐度分tでび〉怪自動中'.税（/ >極S1剖iこつV、ては、なお従

li；jの例による:：

(小'たばこ税に問する経過措遥）

弟6粂次項に定めるものを除き、附則弟1粂第2 ;に掲げる規定の砲行のU曲;こ課した、又は

課すべきであった加熱式たば-(新条例附則第| 6条の2の2第1項に規定する加熱式たばこを

いう.，次mにおいて同じ。)に係るポたばこ税については、なお従前の例に.にる。

2令和Kヒ1UからM年リ川301」£での問；こ、今治巾市税条例第92条の2弟1項の允渡し

父に同灸第2項の克渡し17しくは消費等が''rわれた加熱式たばこに係る同条例第94粂第1項ゾ)

製造たばこの本数;.よ、M条第3項及び新条例附則弟16粂の2の2の規>k・にかかわらず、次に掲

げる製造たばこの本数の汗計数によるものとする，

(1)今治市市税灸例第91粂第3項の規定により換党した紙卷たばこ（新朱例附則第16条の2

の2第1項1こ規定する紙卷た（-rこをv、う。次&において|‘.1じ.,)の小;数iこ〇.5を來じて計裔し

た製造たばこの本数

(2 )新条例附則弟| 6条の2の2の則定により換算した紙卷たばこの本数に〇. 5を乘じて計算

した製造たばこの本数

3仙項各&に掲げる製造たばこの本数に1本未満の端数がある場&、に；よ、その端数を切り捨て

るものと'I ' る3
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「参 （

今治市市税粂例改山:条項新U X・;照衣

新
ID

(公不送速）

第1S灸法第20条の2の抛定に上る公示送達

! i、公示窄一項(同粂第2項に視疋する公示亨

(公不送速）

第IS粂法第20条の2ゾ.)規定に上る公示送達

は、

項をいう「以下:.の条i:おいてh dじ。)を地

ん一税法施\I・MiIIJJ (昭和29年総理府介第23げ,:，

以ド「宵令という「，）第1条のK芯1項に

祖:C十る方出；こ上り不特定多数の者が問乾

することができる状態に西く措四をとると

とむに、公示・K項が記載された寓Jiを今治rli 今治rb'

公^式茉例（平成17年今治川茉例第3け）第

2条第2項に規定する掲，バ場に揭小・し・又は

公…事項を布の事務所にぷ匿した屯子許党

機 'ハ映像面に表示したい)の閲覧をする二

公苫式条例（平成17化今治Hi条例第3 ;)第

2条第2項にMi定する掲小湯に掲小してπ一

う

とができる状態に問く措輯をとることに上

ってすろもの.tすろ〇

(納税品明’ド項）

芯18茉の3 打令

tのとする。

(納税dll:明'ド項）

弟18条の3 地〃税法施け規則（昭和29年総理

府令第^「ノ,以7 f杏令1とv':) ,一,)第1条第1条

の9弟2号に規定する率項は、道路運送¢>i

法（昭和沈年法作第1SF)じ）疋5り炎巧1項に

W疋十る検杏xj象軽tl動中一又は2輪の小型

[1動iUについて丁'災その他やむを得ないTT

山に上り棟別割を滞納している介におい

てその行とすろ。

(所得控雄）

第31粂の2所得割の納税.托務片が法第314粂

の2芯1泊各じのいずれ力、iこ掲；/るど-iこ該

の9弟2号に坦定十る事項は、道路運送¢Id,]

法（昭和26'4:法5り)芯59-^^1項iこ

姐定-t'る検杏対象軽EJ動中.又は2輪の小型

π趾一中-について天災そのtoやむを得ないTh

山に上り柿別割を滞納して1、る場^におい

てその行とする.

(所得控除）

弟3.1条の2 所得割の納税義務片が法窮314条

の2第1項各ウのV、ずれか！こ掲；fるど-に該
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当する場合には、M粂第1項及び第:;!項から

第11mまでの規定により雑w控帝額、k.療費

控除額、社会保険料控除額、小祖投企.老ft済

等掛金控除額、生命保険料控除額、地虐保険

料控除額、障苦各控除額、寡婦控除額、ひと

り親控除額、勤労ヤ牛控除額、配偶者控除額、

妃偶ど'特別控除額、扶黃控除額又は特足籾族

特別抒除額を、前年の合計所得金額が2, 5 0 0

万円以ドであろ，T得割の納税.托務片につい

ては、M条第2項、第6項及び第11項のMl定

に1;り堪礎控除額をそれぞれそのK <J)前年

の所得について算定した総所得企額、退職所

ff余額又は山休所得余額から控徐する:

(巾・R税の口ぐ,-・)

第邪粂の2 第23粂第1m第1号に掲げる舌

は、；3月15 Hまでに、古令第5 ;の4嫌ふU別

)1二よる中i・ をFtT反1二捉出しな!ナれ!よ'な

らない：ただし、法第317粂の6第1項又は

第4項の規定により給り・支?ム報'人與父(よ公

的年金等支払報告sを促aする花務がある

ど-から1π1π現在において給り-ズは公的

年金等の支払を受けている秤でAt年中にお

いて給4所ぢ以外の所得又！ i公的年企等に

係る所沿以外のPff得を有しなa、った拉（公的

年金等に係る所?.]-以外の所作をイfしな力ゝっ

た者で吐亡保険料控除額（令芯4X条の!)の7

に規ビ十るものを除く。)、小規模企業几済

等掛金控除額、1.命保険料控除額、地虎保険

料控除額、朔‘か学牛控除額、配偶者特別控除

額（所得割の納税義務& (前年の合計于得令

額が9 0 0乃' H以下であるものに限る)の法

当する場合には、川交第1項及び第:3項から

第11項まで'J)規定に一1；り雑掛控除額、ド.蛤費

控除額、社会保険料控除額、小規投企棄共済

等掛金控除額、生命保険料控除額、地摸保険

料控除額、障古占・控除額、寡婦控除額、ひと

り親控除額、勤労-r-牛控兌額、配偶#控除額、

妃偶杏特別控除額又は扶養控除額

を,前年の合計所得金額が2, 500

万π以卜'である所得割の納税.托務片につい

ては、M粂第2項、第（5項及び第|1項の規定

に.1:り崔礎控除額をそれぞれそのど-の的に

の所得について算定した総^得令額、退職所

得余額又:i山休所得余額力、ら控除する，

(¢IR税の中；1,-・)

第36粂の2 第23粂第1項第1号に掲げる者・

は、3月15 ~； £で;二、杏今弟5 ;の4様式（別

S)による中t拜を17反に捉出しなじればな

らない。ただし、法第317条¢/> 6第1項又は

第4項の規:¢により給ケ支払報人苫又は公

iri'J年金等支払報吉Sを捉出ナる花務がある

ど・すi、ら1π1π現在において給ウ-又!i公的

年金等の支払を受けている者で前年中iこお

いて給与所得以外の所得又は公的¥令等に

係る所沿以外の所沿を有しな/;，った盈(公的

年金等に係る所行以外の所行を介しなかっ

た占・で仕亡保険料控除額(含第仆条の9の7

に祖:<十るむのを除く。)、小規模企業r:済

等掛金控除額、生命保険料控除額、地戍保険

料控除額、励刃ザ牛控除額、配偶者特別控除

額（所得・剖の納税義務否（的年の合計所得令

額が9()()）j H以下であるものに限る。）の法
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第:31 4粂の2第1項第| 0号の2に規足するθ

Lと生rtートを・にする配偶片（前年の合計所得-

免額が9 ；3 )j H以ドであるもの;こ限る)で控

除対象fc偶#に該 ''iしないむ力に係るの

を除く。)、？法第3U粂の2芯4項に

第314あの2第1項第| 0号力2に規定するθ

し2と生計を一にすろ配偶/?(前年の;> 計所得

企額が95 〃 H以ドてあるものに限る,.）で控

除対象|兄偶行；こ該，しないものに係る くもの

を除く。）片しくは法第3卜4粂の2芯U項に

Mi定'I-る扶喪控除額若L くは特定親族特別

控除額(特定親族(同条第1環第|2弓・に規比

する特足親族をいう.第36あの3の2第1項

姐¢する扶養控除額

第3 '心及び第36粂の3の3第1也において

叫じ。)(的年の什計所得余敦!が即ん一円以下

であるものに限る、)に'系るものを除く。)

の控除父はこれらと併せて雑損控除額苫し

くはK療費控除額の控除、法第313 .あ第8項

に規足すろ純損Xの金額の控除、司粂第9項

に規足-9 'る純損失芯しくは雑招失の金額の

控除片しくは第31条の7第1ft及び第2項

の規亘により控除-i'ベき余額(以下この条に

おいて1寄附金税額控除額」という。)の控

除を受けようとするものを除く .,以1、'この条

において|給4所得等以外の所得をイfしな7J、

った打-一という.，）及び第21条第2項iこ規屯

-)・る佇（汽介第2条の2第1項のRの1-.欄の

(-)に掲；，ドる&を除く )につ1、ては、二

の限りでない,

2 -10 略

(脚人の市K税に係る給リー所W一各の扶孜視

族等中告：）

拓36条の3の2 所得税法第1り1条第1也の規

定に上りM項にM!定する申告]¢を從出しな

ければならないど-(以卜'この粂において「給

5'-所得者という，)で市内にG:所を有する

の控除 <(よこれらと併せて雑損控除額杓し

く！1K療費控除額の作除、法第313粂第8項

；-規定する純招失の金額の控除、同条弟9項

；こ規足i -る純抱失Tr L く ！ ・よ雑招失の金額の

控途苫しくは第31条の7弟1rt及び第2項

の規定iこより控除--）一べき余額（以下この条iこ

おいて岱附金税額控除額一という、）の控

除を受けようとするものを除く ,.以ドこの条

において給与所得等以外の所得をイi_ Lなか

った名」という,.）及び第21条第2項に規定

-1・る# (行介第2あの2第1項のムのt ・ー欄の

(一)に掲げる什を除く。)については、こ

の限りでない。

2、10 略

(個人の市U税に係る給'j- f'J者の扶遂視

族等中告S)

第36条の：・！の2 所得税法第191条第1項の規

定によりM項に規定する申告苦を從Hしな

ければならない# (以卜' このあにおいて「給

5-所得者といゲ:，)で市内に什:所を有する
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ものは、当該中告書:/)促出の際に経由すべき

5J屯に規足する給与等の女払パ・(以卜' この粂

において「給リ-支仏ど・.とい・人）から待年

汲初に給与の女払を受ける「の前πまでに、

?|'令で定めるところにより、次に掲げる乍項

を記叔した申？*?苦を、当該給与支払#を珪山

して、rtf β1こ從出しなければならなし、.:

(1)・（2 ) 略

（3） 扶搜親族又は特定親族の氏名

(4 .)略

2-6 略

(刺人（/）市R税に係る公的〒fe苫受給各の

扶養親族等申告書）

第36条の3の3 所得税法第203ゑの6第1項

の拔市によりM項に姐定する中;!？片を捉出

しなければならない!^又は法〇）施j'地iこ< ；

いて|。)項に規定する公的年令》（所得K法K

203粂ヵ7の姐定の逸叫を受けるむのを除

く，，以下この項;こおいて「公的<r-金等,とい

う,-.)の支払を受ける者であって、特定配偶

片（所得割の納税苑務片（合卜所得金額が900

ん'円以下であるものに限る，）の自己と牛計

を・；する配偶片（退職手’1'i等（第5 3灸の2

に規定する退職に限る..以ドこの柏に

おいてKじ：）に係る！'斤得をイfする者であっ

て、会計所得企額が95び|リ以下であるものに

限る,、)をいう,:.第2けにおいてMじ、)火

は扶黃親族（〒齢16汰米満のど・又は控除対象

扶英親族であって退職T当等に係る所得を

有するパ-;こ限る.)芯しくは特定親族（退職

P当》に係る所打を有する者であって、合計

ものは、当該中告書の提出の際に経由すべき

同項に規足十る給与等の女払片（以ドこの粂

において_給リ-支払frlという，）から毎年

xu-初に給与の女払を受1ナるπの前πまでに、

'A合で¢めるところ;こより、次に掲；rるポ項

を記載した申;マ啓を、当該給与支払什を経山

して、rfi R i -・・.捉出しなけれ！ ,i-ならない，

(1)・ ( 2 )略

(3 ) 扶搾親族ソ)氏名

(4 ) 略

2-6 略

（flA一|人の市K税;こ係ろ公的小金苫受給&の

扶葵親族等申占書）

第36粂の3の3 所得税法第2U3条の6第1項

の姐定；-：より：d項；こ規でする中2/ を提出

しなければならない再父は法の施〃地にお

いてM項に規定する公的年令^ (所得税法第

203粂の7のMi定の適用を受；7るtのを除

く，，以下この項において公的イ|<企等」とい

つ,:)の支払を受ける舌であって、特定配偶

バー (所得割の納税托務バ(ひ計所得允額が900

ガH以下であるもの：こ限る。）の自己と牛.31-

を一に十る配偶片（退職手、等（第53茉の2

に規ぞする退聴i r:当凉に限る..以ト・この項に

おI、て同じ，）に係る所得を介する者であつ

て、含計所得金額がり5び|リ以アであろちのに

限る,:，)をいう。第2号においてMじ，）火

は扶黃視族（<1:・齢16克衣満のど・又は控除対象

扶英規族であつて退職T-当等に係る所得を

行十る片に限る.)
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所得金額がS5乃'|1j以下であるものに限る。）

を竹する片（以ドこの条においてI公的年金

苫受給占'|とい・'し）で市内に作所を有する

むのは、、該申告公の提i:!の際に経巾十べき

所得税法第2 () 3条の6第1項iこ規*する公的

'十-金等の支払者(以ドこの条\こおいて|公的

払&」という:.）から妃|:・ムi初に公

的年金等び > 支払を受けるI iの前||主でに、打

令で定めるところにより、次に掲げろ事項を

記裁した中^害を・当該公的年.余等支払者を

経巾して・rb iiにiih I i iしなけれ（えなりないu

(1)・ ( 2 )略

(：3 ) 抉喪観族父は特定報,族の氏名

(4 ) 略

2-5 略

(囚足資逝税の減免）

泊7卜条略

2略

3仙項の中站は、次に掲げろ事項を記赦した

申請X・にその減免を受げよ'）:し-1・る4）・山を

証明するどffiを添付して、士反に提出すろこ

とにより打うものとする、

(1卜（4 ) 略

(5 ) 減免を受けようとする平由及び第|

增第:j号の岡定π席にあっては、その波古

の状況

1略

(植?A割の税宇）

第K2条次の各弓・に掲げる軽^!動屯等に対し

て淡する秘別割の税率は、1台について、そ

を行する，（以卜'この茉において公的年金

"¢受給& という,，)で市内に・ft所を有する

<f,の、・'i該申告の提,tの際に経π十ベき

才得税法第203条の6第1項に規定する公的

年金等の支払者(以卜この粂において1公的

年金"¢女払&」という.，)から好年砧初に公

的ち金等の支払を受けるI iの前H tで：こ、ft'

介で‘cめるところ;こより、次に掲げる事項を

記裁した中；ゾ書を、当該公的年余等支払者を

経巾して、rfi Hに提出しな1ナればならない、

(1)・（2 ) 略

(3 ) 扶喪視族の氏名

") 略

2-5 略

(内足資産税の減免）

弟71条略

2略

3帥拍の中訊は、次に掲げろ卓項を記赦した

申請書にその減免を受けようとする私山を

証明十るか領を添付して、に提出するこ

とによりnうものとする、

(1卜（4 ) 略

(5 ) 減免を受けようとする市由及びtifj項

第3号び）岡定白坪:；こあって！:t、その破V'r

の状況

4略

(極別割の税率）

第似条次の各弓・に掲げろ軽π動虫等に対し

てd果する秘ゆ/剖の税率は、1台について、そ

-122 -



れぞれ当沫各号;こ定める額とする:.

(1)原勅機付|’|転申：

ア総排気¢:が0. 0;3リット，レ以ドのもの

又!亡定格出ノ J力，' 〇. 6キuワット以ドのむ

の(ウ及び才に租げるものを除ぐ.)

年額 2, 〇f）〇H

イ 2輪のもので、総排気情が0. 05リッし

ルを超え、〇. 09リットル以下のもの（ウ

に掲げるものを除く。）又はt格出力が

0. 6キπワットを超え、（)，Sキロワット以

ドのむの年-額 2,〇〇〇π

ウ 2輪リ）も|ノ）'で、総排'M:'ウ、〇・ mリッ

トル以ドカヽつ最I白|出力が4. 0キ-Jワット

以ドのもの小額 2, 000円

三 2輪のもので、総排気量が09リット

ルを超えるもの（ウに掲げるれのを除

く.-,)又はだ格出ノ」が().sキロワットを

超える《）の年額 2,100円

生 3輪以上のもの（a室を偏えず、かつ、

輪|]1|'-( 2以I:の輪If卜-を・¢|するi)び)1こあっ

ては、その輪距のうち沿大のもの）が0. 5

メー：'ル以下であるもの,側面t '、偶造上

開放されてV、る中:室を備え、かつ、輪距

が0. 5 メー|、ル以卜の3輪のもの及び道

路逆送申:両の保安基準（和26年運輪古

#第67&)第1条第】項第口をの(うに-規

定する特定小型原動嗤f・)・自転ホ・を除

く，）で、総排気姑が0.02リットルを招

えるもの父は定格出力が〇. 25キロワッ

卜を超えるものィt:・額3, 700円

(2 ) ・ ( 3 )略

れぞれ当該れ号に定める額と十る.：

(1)原勅椅付|'|転中：

ア総徘^¢が0.05リットル以ドのもの

又：1足格出J]が0. 6キuワット以ドのむ

ソ）（三iこ掲：fるものを除く.）

年額 2, 000H

イ 2輪のもので、総排気俄が0. 05リット

ルを超え、〇. 09リッ：' ル以下のもの又は

疋格出力が

0. 6キロワットを超え、(I. Sキロワット以

卜'のもの年額 2,〇〇〇π

J> 2輪のもので、総排気量が0.09リット

ルを超える'n（/）Z it

定格川ノJが0. 8キロワットを

超える1;)力年額 2,400円

三 3輪以上のもの（屯室を%iえず、かつ、

輪|fh ( 2以t・.の輪Mtをするものにあっ

ては,その輪距のうち#<大のもの）が〇. 5

メー トル以下であるもの、側面力' 偶造上

開放されて、る申:室を偏え、かつ、輪距

が0.「) メー トル以ドの3輪のもの及ひ'道

路運送屯阿ゾ > 保安基準（昭和26年逆輪宵

#第67ら）第1条第1項苗13 の6に一規

¢する特定小型原動機付自転牢を除

く:：）で、総俳気缺が〇. U2リット'ンを松

えるもの又は定格出ノJが0, 25キαワッ

卜を超えるもの年額 3,70on

(2 .) ・ (：3 )略
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(褌ガ1?削の減免）

第89粂略

2略

3前項の中請は、±j該軽自動屯等:こっいて滅

免を受けようとする税額及び次の各&に掲

げる巾:項を記載した申請書に減免を必要と

十ろ <Itlを証叫する2；:煩を添付して、市iiに

提出することによりπうものとする-

(1卜u)田各

(5 )股動機の総排氣& <は定格Iん（第S 2

粂第1リ・ウ；こ掲げる原動機付白転中:iこあ

って|よ、原動機の総排気姑及び於品川ん）

(6卜（8 ) 略

4略

(身体陷古益》に対するf®別割の減免）

第90粂略

2略

3前mの申請は、十一畏に対して、身体障苫再

幅吐法（昭和2，1年法休第2S3^)第15条の規

定により父付された身体障宵者下峨(戦傷柄

片特別援護法（昭和38年法律第168号）第4

条の規定により戦傷病拉P帳の交付を受け

ている者で身休障W者丁ー・帳の交付を受；ナて

いないものにあっては、戦傷病否手帳とす

る。以卜'この項において「身体陷ゾ;:矜T・帳」

という,，)、厚生労働大以が定めるところに

より交付された療汽丁:帳（以下この項におい

て汝育手帳」という：)又は桔神保健及び

'(Vi伸障'ガfe祉に閉する法律（昭和25年法津

第123号）第!5粂の規足によ1)交付された精

(棟別割の減免）

第89灸略

2略

3前項の中請は、当該軽自動屯等について減

免を受けようとする税額及び次の各みに揭

；ナ''るポ項を記載した申請¢:こ減免を必要.し

する率巾を証明するU領を添付して、ヤ丘に

提出する二とによりπうものとする.，

")、（4 )略

（5 ) 勤機の総排気ft又!よ定格||1h

(6卜⑻略

4略

（身fベ¢:古咎苫Iこ対する揮別剖</）減免）

第90灸略

2略

3前項の申請は、市畏に対して、身体障'左界

幅抽法（昭和21化法出第283リ・）第15条の規

定によ'）交付された身体陷告者で帳(戦傷病

斤特別援護法（昭和3S¥法律第168号）弟4

条の規定により戦似病打P・帳の交付を受け

て：、る者で身体障#者丁・隈の交付を受けて

いないtのにあってに、戦傷病1*j・手帳とす

る.:以ドこの項において「身体障',1;:秤下帳J

という、)、17-生労働x Uiが定めるところに

より交付された療行T帳（以下この項におい

てI療育手峨」という。)又に桔神保健及び

V,伸障方ど'福祉に問する法悍（昭和25年法律

第12 3号）第15灸の姐疋により交付されたW
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沖障害者保健fui祉丁・-帳（以下この項iこおいて

け身沖障苫保健福祉手帳一という,一,)及び

道路交辿法（昭和35年法律吊105ウ)第ぬ条

の坦疋に上り交付された障宵#等芯7しく (t

障\ぢ#等と十一計をにする#矜しくは障古

#等（障劣者等7)みでW成される世帯の#;こ

限ろ.)を常時介渡すろ各の連転免hT' ,ii (以

下この項iこおV'て「述fc免許証1とい:),)

又はこれらの什の特定免,杵情報（同法第95

神陷'為者保健拡征T--帳（以下この項において

桔沖障苫片保健凉祉手帳」という。)及び

道路交辿法(昭和3.5年法律弟|05 P/)初2条

の坦疋により交付された障苦片等又は

障古ど・等と乍,汁を・にするど・苫しく（よ障*

#等（陷^・#^¢/）みでW成される世帯の#に

限る,.)を常時介,演すろ#の連転免許証（以

下この項において「述転免許証とい-)-)

を提小すろ

条の2第2項に規定する特定免許姑・報をい

う,:，次項において同じ：)が記録された免許

帖報記録個人番ウカード(lid粂第-4項iこ規足

十る免許情報記録個人番り・カードをいう，次

項!こおいて同じ:：）を提示するとともに、次 とともに、次

'Jy各号に掲げる私項を妃載した申猜書に減

免を必要とすろ理巾を証明すろど煩を添付

して、捉出することにより行うものとする、

(1卜（4 )田谷

{ 5 ) 疏免ST・ Jit父は道路交通法第95条の

2第2項第1号に旭-iiする免許情報'.録

(以下この&において「免許桁報記録|と

のれ号に掲げる加項を記載Lた申猜書に減

免を必¢とする理巾を証明十るど類を添付

して、促出すること；こtりh :)ものとする、

(1)、（4 )略

(5） 述1^免許・品の番？、交付イr:π u及び

いう、)の番号、逆免許の年片リ、逆fc

免許証又は色許情報^録の有効期限並び 巧効期限並び

に辿転免許の植領及び条件ガ、附されてい

る楊介にはその茉件

⑹略

4 前項の場介において、免許情報記録個人番

;こ述fc免許の種領及び条件が附されてい

る場;>にrtその条件

⑹略

&カードを提示したときは、う該免許惜報ri'd

録胸人番号カードに記録された特定免許姑

報を確，3.するために必要な措問を受けなけ

ればならなし\
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A略

6一略

1一略

(味動機付自転屯及び小型特殊自動ポーの標

識び:〉交付等）

第91粂略

2 - 7 略

H 弟1項父は芯2項の標益の交fl・を受けた

矜! 土、その標識をき招し、¢しくは亡失し、

火'よ£滅したとき；よ、111らに、そのuを市反

にWけ出て、その丙交付を受けなければなら

ない,.こソ.;場合において、巧汰標諏のき祖<

は乙失がその者の故,g:又は過失に拔づくと

き！:t、TT-悄允とLて150 πを納めなければな

らない。

9 略

(特別I:地保有税の減免）

染139粂の：3略

2略

3品項の中抽は、次に掲げる山一項を記救しす.-一

申請苫にその減免を受け上うとナる事由を

趾明する杏類を添付して、市反に提出すろこ

とに上りけうむのと十る。

(1)・ ( 2 )略

(3 ) 減免を受けようとする私山及ひ' 第]

項第2り・の上地にあっては、その破'¢の状

況

4略

附則

(法附則第15粂第2項第1好等の粂例で¢

4一略

一L略

6一略

(叱動機付白転屯及び小型特殊自動車一の標

識の交付等）

必91灸略

2-7 略

S 第1項又は第2項の標,裁の交付を受けた

再は、その標識をき損し、芯しくは〔矢し、

火；よ£滅したときは、ii'iしに、そのπをrtr反

にWけ出て、そのπ交1・J-を受；ナなければなら

ない,:この場合において、'う該標織のき根又

はL失がその者の故,g又は過失に基く と

きは、悄金として15（）πを納めな;ナれ(1'な

ろない「，

9 略

(特別I:地保有税の減免）

第139粂の：3略

2略

3卽項の中油は、次に掲げる山:項を記載しす--

申請ぶにその減免を受けうとする事巾を

趾明十る頻を添けして、市艮に提出する二

とに上りけうむのとする：

(1)・（ 2 )略

(3 ) 減免を受けようとする屯山及び前項

第2り-の上地にあっては、その波苦の状

況

4略

附則

(法附HJJ第15灸第2項第1号等の粂例で定
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める割什）

第1()粂の2 B各

2 -21略

22 汰附則第15条第36項に規定十る['町村の

条例で定める割合；よ3分の2とする..

23法附則第15条吊37項に脱定する巾町利の

条例で足める割合は2分の1とする.

21法附則第| 5条第10項に規定する市町村の

条例で定めろ割^；t 3分の1とする;

25法附則5515.炎第41項に規¢する市町村の

粂例で定める割r>は4分の3とする一,

26・ 27 略

(新築π一-宅等に対する㈣足資.・-し税ゾ)減額の

規定の滴用を受けようとすろ片がすベき中

士）

第1()粂の3

2-13 略

14 rh一畏は.法杓則第15粂の9の.3第1項に規

める剖合）

第10灸の2 略

2 ~21略

22法附則第15条第37項;こ規足する山・町村の

条例で定める割合は3分の2 tする,,

23法附則泌^粂弟3S項に規定十る巾町付ゾ>

朱例で足める割合は2分の1とすろ,，

21汰附則第15条第11項にW.定する市町村の

粟例で足める割たは3分の1とする,」

25法附則芯15粂芯42項;こ規定する市町||の

粂例で定める割たは4分の3とする,

26・ 27 略

（新築仆:宅等に対するW足資陀税の減額の

規定の滴用を受：ナよ-)と十る斤がすべき中

士)

第10炎の3 略

2-13 略

定する特足マンシyiンに係ろK分所行に係

る家屋については、曲項の口？書の捉出ヵ'、な

かった場^においてわ、マンシ”ンの管理の

適正化の推進に閲する法律（平成| 2年法律第

119 v)第5粂の2第1項にW定十る管理紺

合の苛坪ど一等から法附則完15条のi)の3 ?；

2項に規定する期問内に打令剛則第7粂第

17項各&に掲げるど粕の提|・iがされ、かつ、

当該特定マンシコンがiJ;附則第13粂の!)（/)

3第1項に規足十る要件に該、十ると認め

られろときは、叫項の規定にかかわらず、M

灸第1項の規定を適川十ることができる.
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15略

16略

N一略

15 略

('1':成2 X牛熊本地與に係る因定資産税の特

例の適用を受けtうとする者がすべき中告

等）

弟10粂の4 法附則第16条の2第1項m *第

2項において唯用すろ場含を含む,，）の規:<

の適川を受けよ:)と十る者は、士該年度の初

Hの属する年のI fl 31Hまでに次に掲1fる

項を記叔した中:1.,・七を市反に捉出しなけ

れは'ならない

(1 > 納税義務片の住所、氏名父は名称及び

個人番号火は法人番号（a人番号父は法人

番&をも' しない否;こあって！よ、住所及び氏

名又は名称）收びに当該納屯篇務菩が令削

則第12粂の4第1JR第3 '41、ら第5り-ま

で父は第3項第3ぢ・から第5 & tでに椙

;ナ'る再である似介;こあっては、同策第1項

第1られしくに第2 g火は第：イ項第1&

若L くは第2号に掲げる者との関係

(2 ) 法附則第16条の2第1項に規屯すろ

彼災什宅川地の1ーーに'1':成28年度iこゾ系る0A

誤期Hにおいて存した家¥の所行I*|'及び

家吊Sぢ・

(3 )、該年度:こ係る賦課期FIにおいて法

附則第16条の2第1項（M条沿2項におい

て準川十る屯介及び同粂第6項（同条第7

-U1こおいて唯用する場uをH?む,.）の規定

にtり読み14えて適川される場合をさ

む.）の規足の滴用を受けようとする上地

を汰第319条の3の2第1項に規定する'女

-128 -



屋の敷地のHIに供する十.地:しして使用十

ることができない理巾

(4 )その他市R一が固定否帝税の賦課徴収

に関し必要と認める事項

2 法附則第16条の2芯1項（M粂芯2項にお

いて準川する一場ししをさむ,，しのM定の滴用を

受ける1.地に係る4?和5し¢分及びft 6

年ば分のは|足資所税については.第74条の規

疋は滴用しない」

3 法附UJ1第16条の2第1項に姐定する特定

被災共川U也（以ドこの項において1特定被

災式川|:地とい・）。）に係る囚足資帝税額

の按分の中出は、1項i1W定十る特定缺災共

用1:地納税義務片（以下この項iこおいて「特

足波災共川十地納税衣務再」という,-,)の代

衣&が好<1:1り31日主でに次に掲げろ事項

を記裁した中出答をπ 1良iこ捉出して行わな

ければならない:，

(1)代表杜の作所、氏名又は名称及び胸人

番り父は法人番り・（個人洛v又は法人洛v

を有しないど一にあって（よ、住所及び氏名Z

は名碑）

(2) 特足被災共川1:地の所在、地洛、地H

及び地粘收びにその川途

(3)特/ど被災共用上地に係る法附即第16

条の2泌3項；こ|H定する被災K分牙有家

屋の所作，家屋番号、捕®、惜造及び床而

粘並びにその用途

(4)谷特定被災共叫土地納税苑務#のfl:

!叶及び氏名折びiこ一該各特定被災共用1:

地納税苫務者の4該特だ被災ル川十地に
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係る待分の¢if今

(5 ) 法附PJJ第16条の2第3柏の規定に上

りfe分する場合iこ川いられる剖合に準じ

て定めた割介及び''i該割今のW足h也

4 法附則芯16茉の2芯リ項の規ぢにより特

定被災共叫土地とみなされた特¢仮換地等

(以卜この項にお;、て-特疋仮喚地苫1とい

う-)iこ係るIAif資祀税額の按分の中出につ

いては、前項中1特定被災共用上地納税義務

者|とある!/>は一特定仮換地等納税義務者|

と、1特氾彼災共巾1:地の」とあるのは1特

定仮換地等のと，「特定被災共用！:地に|

とあるの:i特¢仮換地等に対).どする従曲の

1:地であろ特定彼災共用1:地にとする..

( 'ド成30年7 H豪田に係る|A1¢資叩税の特

例の滴用を受け一!:うと十るKがすベき中？？

で）

弟10粂ゾ）5法附則第16条の3第1項（同灸第

2項において準川する場合を今む.，)の規7T

の適用を受け，tうとする昔は、当該年度の初

πのmする小の1π 31π iでに次に掲げる

屯項を£載した申告苦を巾畏に提出しなけ

ればならない,

(1)納税箱務者の仆:所、氏名父は名称及び

個人番分又は法人番分（fil人{&分父は法人

悉なを有しない各；こあって：よ，ft所及び氏

名又は名称)、ル:びにキ該納%義務者がて?附

PJ)第12粂の5弟1in第3 ;ヵ、ら第5らま

で又は第：3項第：3号から第5号主でに

i fる打であろ場合；あつて：i、同条弟1項

第1号芯しくは第2号父は第：3項第1号
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れしくは第2号に掲げる者}:の問係

(2 ) 法附則第16条の3第1柏に規定すろ

被災住宅m地のH.に平成3〇年度に係る賦

課期πにおいて存した家松の所イ|杵及び

家M番け

(3 ) 当該半凌に係る賦課期Hにおいて法

財則第16条の3第1項（同条第2項1こおい

て窄川する場合及びkl条第（5項（Mあ第7

<において唯用する場ひを含む。）の規zb

により読み捗えて適川される場什をrf

む。)の規定の滴川を受けようとする1:地

を法第34り条の3の2第1柏に規定する東

超の敷地の叫iこ供する土地として使川-1*

ることができない理由

(・1)その他士一畏が叫足資能税の賦及徴収

に関し必¢と認める奉項

2 汰附則第Ifi条の3第1項（M条第2項にお

いて唯用十る場亡をさむ、しの規定の滴用を

受ける1:地に係る令和5ヒ度分及び令和6

年度分の岡¢資序税;こついては、第7.1策の規

定は適用しない，

.3 法附則第Ifi粂の.3第4唄にMiTZする特定

彼災ft川1・ー地（以卜'この項に-おいて「特疋被

災；U11十地という，）に係る内定資所税額

の按分の申出は、司也に規屯する特定缺災共

川1:地納税義務ど・（以卜'この項において「特

屯被災！し叫土比!納税苫務甫」という。)め代

Sど・が毎年1JJ 31 U Eて' に次に掲げろ方項

をul'.叔した申出Sを士'畏に捉出してf fわな

ければならない，

(1)代表者の什:所、氏名父は名称及び個人
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(分和2年7 H .袋雨に係る岡/1・資苑.税の特

例の適用を受けようとすろ行がすべき中告

等）

第10条の4 法附則第16茉の2第1項(同条第

2項において準川する楊汗をネむ，)の規E

秦マ父!:H人人fr rr (個人秦tz父I上也人格tz

を打しない？？にあっては、住所及び氏名 '火

はゲ，称）

(2 ) 特定被災共川I:地の所在、地番、地M

及び地砧並びにその川途

(3 ) 特定彼災共用土地に係る法附則第16

条の3第3項に%定する彼災|ペ分ザ有家

境の所汗、家屋春号，沌類、椛造及び床而

積並びにその用途

(1)各特定彼災.比川十.地納税其務者の什

所及び氏名並びにリ該各特定彼災共川I:

地納税義務行の'う該特だ被災ft・月h地!こ

係る打:分力WI介

(5 ) 法附則第16条の3第3項の規定i:.よ

りfe分する梁介に川いられる割合に屯じ

て疋めた割及びう該割分の克定ム法

_J一法附則第1r)条の.3第リ項のMl定にtり特

足被災共用上地とαなされた特定仮換地等

(以1、'この項において一特定仮換地苫|とい

う.：)に係る岡¢資痒税額の按分の中出につ

いては、相項中「特定彼災共用k地納税義務

行』とあるのは特定fe換地等納税苑務者」

と、「特止・被災ft川I:池の」とあるの！よ「特

定仮換地等のと、「特¢彼災川十地に|

とあるのは特定仮換地等に対応する従前の

I:地であろ特’庁・被災ft川I:地Iこ.とする:：

(介不:| 2年7片栞Iでに係る岡定資弗税の特

例の適用を受けようとする拉がすべき中告

等）

第10条の6 法附則第16茉の4第】項（同条第

2項において準mする場介を穴む。）の規定
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の適用を受けよ:)とする者は、当該佐皮の初

FIの屈すろ年の131Pまでに次に掲げる

，項を杞載しす:中告ガを市β iこ提出しな；t

ればならない，

(1)納税義務!15・の住所、氏名又は名称及び

個人番V又は法人洛 >；(個人番V又は法人

番を有しない及：-あって！ i、件所及び氏

名又は名称）收びに当該納税莢務者が合M

則第12茉の4第1項第3り-力、ら荀5り-ま

で又は弟3項第3弓・も > ら芯5 °/ tでに掲

げる肴である似介;こあつて！t、同条第1項

疋1り'れしくは疋2ウ又は第3項第1り・

若しくは第2り・;こ掲げる者との関係

(2 ) 法附則第Iti粂の2第1項に規定すろ

被災f!: t川地のI:;こ什和2年度iこ係る賦

課期Idにおいて存した家足の所有？？及び

'家.吊番ウ

(3 ) 当該年度に係る賦課斯Hにおいて法

附則第16条の2第1項(M条第2項iこおい

て準用づ'る場介及び句条第6項{[rij粂第7

項において準川十る場合を含む,，)の.規定

により凌み粋えて適川される喝介を&

む、)の規足の適用を受けようとすろ上地

を汰第:Uり条の：イの2第1項に規了する家

屋の敷地の用に供十る上地として使用す

る二とができない押由

(4 ) 略

2 法附則第16条の2第1項（同粂第2項にお

いて準用する場合を含む,:，)の規定の逸川を

受ける上比!に係る介和7年度分及び介和8

牛¢分の固市齊帝税については、第74条の姐

の.適川を受けようとする者は、吉該年¢の初

fiの屈十る年の1π 31円までに次に掲げる

，項を記載した中苫を巾反に提出しなけ

ればならなし、,i,

(1)納税義務&の住所、氏名父は名称及び

個人沿り・又!+法人番り・ (θん番り・又は法人

游弓・を有しない没;:.あっては、件所及び氏

名父は名称）收びに当該納税衣務者が令M

則第12条の6第1項第3 ;から第5り-ま

で父は弟3項3ぢ・から第5ウ,£でに招

げる者である叫介にあっては、同粂第1項

芯1ウ矜しく（よ芯2 '6 XはK 3 ift 1力

若しくは第2り'に掲げる者との関係

(2 ) 法附則第16条の4 '弟1項!こ規定すろ

波災fl:宅川地のI・ーに令和2年度に係る賦

課期|：1において存した家松の所行斤及び

家吊酢ウ

(3 .) 当該年凌に係る賦課期R :こおいて法

附則第Ifi条の4第1項(hd条第2項1二おい

て準用する場介及び⑹粂第6項（M粂第7

項において準叫する場合を介む,，）の規足

により読み件えて適川される場合を含

む:一 )の規定の適用を受1す上うと十る上地

をi'i-第349条の3の2第1項に規¢・する來

eの敷地のnnこ供する上地として使用す

ることができない押出

(4 ) 略

2比附則第16条の-1弟1項(同条第2項!こお

いて準(T1づ・る場合を含む.)の規足の適川を

受けろ上地に係る介和5し度分及び令利：6

年し分の固宇資帝税について!よ、第7 4粂の規
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足は適川しない、

3 法休す則第16粂の2第4叩iこ規足する特疋

彼災ft川1・.地(以ドこの項1こおいて「特定破

災几叫土地一という：）に係る岡定資印税額

の按分の中出iよ、M条第4項i ；.規屯すろ特定

被災共川土地納税茨務# (以ドこの項におい

て"特足被災共用I:地納税義務斤」という:)

の代表者が毎さ1H 3111tでに次に掲げる

市項を^叔した中出どを士畏に提出Lて〃

わなければならない。

(1)・ ( 2 )略

(3) 特定被災比用I:地iこ係ろ法附則第16

粂ヵ2第3項；こ姐定する彼災区分所U家

¥の所在、家¥准り一、啼'煩、構造及び床liu

棹收びにその川途

(4 )略

（.5 ) 法附則第1ft条の2第3柏の規定；こ上

り按分する場介に川いられる割介に準じ

て定めた割合及びう該割合の克足方法

・1 法附則第16条の2第り項の姐定にtり特

足被災共用上地とみなされた特定仮換地等

(以下この項において「特定換地等とい

う。）；こ係る岡定な産税額の按分の申出につ

いては、曲項中「特定被災共川I:地納税為務

皆」とあるのii I特定()又換地等納税衣務背J

と、「特足波災共用|:地の」とあるの！上「特

定仮換地等の」と、[特定波災共川|・.地に」

とあろのは「特:i・仮換地'?？に対応する從的の

十.地である特定被災K:用十.地にIとする。

(加熱式たばこに係るたばこ税の課税標惟

の特例）

足は.適JT1しない:，

3 法附則第16条の4第4屯;こ規tする特；E

波災共m I:地（以卜この項;.：おいて「特定・被

災；1:川土地一という:，）に供る岡足資帝税額

の按分の中出じ、h）第4inに規定する特i・

被災共川土地納税苫務者（以ドこの項におい

て一特疋波災ft-用I:地納税義務名一」という」）

の代表者が毎年1片3 I 11主でに次に掲げる

市項をゼ・&した申出凸を市長に提出して'じ

わな|.)・ればなら4'v、-

(1).(2 )略

(3 ) 特定被災Jし:用i:地!こ係る法附則第16

条の4弟：j項に姐定する彼災区分不心' 家

以の所在、家足ftv、秘領、構造及び床面

梢、K':びにそ'J'! Ill.1金

U) 略

(5 ) ・法Pfl則芯ies条の4弟3柏:ソ)規定iこよ

り按分する場;7に叫いられる割介に準じ

て定めた割合及び'う淡割会の克定方法

・1 法岡則第川条のU第り項|ノ)規定により特

疋被災共用上地とみなされた特疋仮換地等

(以下この項において一特¢奴堆地等|とい

う」i：-係る岡定泛産税額の按分の申出につ

いては、胡項中「特定・被災ft川k地納税其務

者」とあるの(1特定fe換地等納税衣務者」

と、「特定被災共用I:池の」とあるの！i「特

定換地等ゾ\と、「特定被災共川|・.地にJ

とあろのは'特lir仮換地冗iこ対応する從|）{）ソ)

十.地である特足波災ル川十地にとする：
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第|6条の2の2 合和S年・1片111以後に第

92粂の2第1屯の売渡し又はIsi条第2項，J)

・だ渡し若しくは消枠》(次項において「允渡

し等」という。）が行われた加熱式たばこ（第

92粂弟1づ-才に掲i fる加熱穴た（i'こをいい、

第9 3灸，ゾ；2の姐¢|こ上り製造た(1'ことみな

されろf）のを含む,，以卜' この条において同

じ..)に係る第94条第1項の製造たばこの本

数は、同条弟3 i'Hの視定にかh、わらず、"i分

の問、次の各Vに掲げる区分に応じ、当汐各

号に定めるわ・法に1:り換^した紙卷たばこ

(芯92粂第1けアに祖げる紙卷たばこをい

う,-.以卜'この項及び次項において同じ。）の

水数によるものとする,，

(1)葉たばこ（たばこ弘災法第2集第2号

に規疋十ろ巣たばこをいう。)を原料の企

記又! i一部としたものを紙その他これに

Sする材料のもので卷いた加熱式たばこ

(a核萌たばこを原料の¢部父は・部と

したのをft'介附則第8条の4の2に規

足すろところにより西接ん1π熱すろことに

よって喫坪の川に供されるむのに限る,-,)

・'l該加熱式たばこの由吊；（フィルタ--そ

の他のft'合附則第8条の・1の：3に掛足-i ・

るものに係る部分の¢;帯を除く .以ドこの

項から弟：3項,£でにおいてMじ、)の0,35

グラムをもって紙卷たばこの1んに換算

する力' 法..ただし、十攻加熱式たf Xこの1

本Uたりの¢ flが0.35グラム来満である

場合1あって！ i、う該加熱式た；Xこの1イ<

をもって紙卷たばこの1本に換算する方
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里

(2) 前号に掲げるtの以外の加熱式たば

こ出該加熱式たばこの市ftの〇. 2グラム

をLって紙卷たばこの1本に換篇するh'

―

法，ただし、巧攻加熱式たばこの品||ごと

の1値当たり：/）®量が4グラム4<満であ

る場なにあって！よ、n該加熱穴たばこの品

0ごとの1個をもって紙卷たばこの20本

に換'ft:する〃法

2 油項の叫.定により加熱式たば；・ーのうちM

項第1号ただし>の規疋の適川を受ける《）

の及び：d項第2 ;ただし肖び〉規定ソ）滴用を

受けるむの以外のものソ；屯頃を紙卷たばこ

の水数;:-換克ナる場πにおける計り:！よ、売渡

し等が行われた加熟式たばこの品Hごとの

1個-'iたりの坑に ''i汰加熱式たばこの品

口ごとの数最を突こて沿たm鼠をI.・'項各

に掲げる区分ごとに介計し、その；^|・屯を

紙卷たばこの本数に換党する方法により<7

うものとするぃ

3 iVi項の計'〇:に背し、同項の江|熱式た.ばこの

品目ごとの1値土たりのtEflに〇.1グラム未

満の端数がある場含にii、その端数を功り捨

てるものとする,-,

4 第1項第2号に掲げる加熱式たばこ（第93

条の2の規定により製浩たばことみなされ

るも力に版る-一' )のうち、次に掲げるレ/〉に

ついてに、同&ただし適用しな

い，、

(1)第1項第1号に掲げる加熱式たばこ

と併せて喫'坪の川:こ供されるもの

—
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(2) 第1項第2号に掲げる加熟式たばこ

(第93条の2の規足により製造たば二と

みなされるす，のを除く，）と併せて喫煙の

用に供される加熱式たばこ（同粂の®足に

より製造たばことみなされるものに限

る。)であって当該加熱式たばこのみの品

11のt)の
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專決第S号

今治七凶民健®保険税粂例の・部を改山:十る粂例制定について

標記粂例を地ん一自治汰（昭和22ち',2;律第67号）第179粂第1項の姐¢にtり、次のとおり専決処

分すろ,，

介和7乍3 M 31H

今治十'長 始永繁拉:

「迎 llL

地人-税法施h介（昭和25年政介第215り-)の改十:に伴い、所要の改十:をしようとするもの
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'す治rHMK健戊保険税染例の・部を改小:する粂例

介治市i+U く健康保険税条例（'1':成17年介治市条/列;;UM&)の一部を次のように改正する-,

第3粂第2項ただし苦中！ 65万刃」を' 66万円一に改め、同条第3項ただし_S中24万H」を

「2(5 ノ j'Ujに改める,.

第26粂第1項中65万円|を| 66万円一に，121万円一を| 26万円|に改め、同項第2号中| 295,⑻0

|リ」を 305,0㈨|リ」に改め、同項弟：中 515,0001リ」を「56カー|リ」に改める,，

第26粂の2第1項巾「恥だ円一をhfi万円」に、 24万円一|を「26dRkに改める。

附則

(施行期II)

1この朱例は、什和7年4月1円から施'し・'十る,一,

(適川ド分）

2この粂例による改十:後の今治dfW民健CK・保険税灸例の抛定は、<パ|| 7年-度以後の年度分のW

K健康保険税にっいて適用し、令和6ザ度分.£での01<-健康保険税;こっいて（i、なお従i;ijの例

に：tる。
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「参考』

今治巾国民健.¢哭険税条例改十:粂項新旧対照表

新

(課税額）

第3粂略

2曲項第1り一の堪礎課税額は、叶帯上（的茉

屯2項の世符+；を除く，）及びその世帯|こ.祕

する被保険界!こつき算足した所得割額及び

資産割額並びi 被保険片均等剖額及び|U：帯

別7T*¢割額の介算額しする。ただし、当該介

W-額が66ひ：]を超える場合においては、梧礎

課税額は、66.び円とする,:,

3第1項第2り・の後期高齢抒支援令等課税

額は、世帯R ( Hi|条第2項の世帯+；を除く-）

及びその川:帯に属する波保険許につき克足

した所得割額及び資¢一剖節:並び-波保険行

均等剖額及び' 世帯リ]?-等割額のr?算額し-す-

る,，ただし、う汰合克額が26万||]を扮える場

介；こおいては、後期尚齢客・父援金等課礎額

は、26万円とする。

・I 略

(保険税の減額）

第26条次の各&のいずれかに掲げる保淡税

の納税施務者・に対して課する保険税の額は、

第3条第2項木文の某礎課税額/;，らア及び

イに掲げる額を減額して得た額（ガ該減額し

て得た額が66万円を超えろ場合に（i、6677

iM）、M条第3項本文の後期尚齢名・ k援余亦

課税額からウ及びエ；こ掲I;る額を減額して

得た額（ッ淡減額して得た額が26川リを超え

10

(課税額）

第3灸略

2的項第1vの某礎課税額は、|1::昔上（的粂

第2項力世帯+：を除く .)及びその世帯：こW

する波保険行につき'克足した所得割額及び

資産剖額並び!-波保険行均等割額及び111：帯

別T-で故額の介算額.しi'る.：ただし、当該介

克額t，> 65川1]を超える場合：こおいて(よ、柚礎

課税額は、とする、

3第1項第2 :の後期品齢者支援金等課税

額は、世帯+:(吼条第2項のサ帯+:を除く，）

及びその111；併に威する被保険秤につき克-E

した所得剖額及び資産割額¢び；波保険打

均等剖額及び世帯別T-等割額の介算額と十

る。ただし、巧該合党額が21万!'；を扮える場

介においては、後期高齢苔女援金等課税額

は、21万円と-する」

・1略

(保険税の減額）

第」6粂次の各みのいずれかに掲げる保険税

の納税義務有に対して課する保険税の額は、

第3条第2項水文の堪礎課税額からア及び

イに掲げる額を減額して得た額（当該減額し

て得た額ヵ' 65万FIを超える場合には、6577

Ei)、M条第3項本文の後期尚齢者支援余苫

課税額力、らウ及び工に掲げる額を減額して

得た額（力汐減額して得た額が;M川リを超え
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る場合には、2(う川!:)收びに|uj条第1項本文

の介誰納付金課税額から才及び力に掲げる

額を減額して得す--額（当該減額して得た額；0'

17万|ijを超える場今には、17万|U)の汗克額

とする,，

(1)略

(2 ) fc第703粂の5第1項;こ規・，ヒする総."斤

得金額汝びし」休所得金額の合算額/J'、-13

万円（納税義務片並びにその川:帯に属する

被保険占・及び特市h d̶ 世帯所屈若のうら

給与I行得者等の数/J > 2以I:<ハ叫介にあっ

ては、13ん・|リに.叫該給fj-所得没等の数から

1を減じた数に1〇だHを乘じてWた金額

を加Wした分額）に披保険!1!一及び特屯同・

世帯所W舌1人につき.3旧，000円を加算し

た令額を超えない|||:帯に係る納税故務行

(的&に該当する者を除く。）

ア、力略

(3)法第703条の5第1項i -規定する総所

得金額及び山休所沿金額の介算額が、43

万円（納税義務ど一收びにその叶帯に属する

彼保険者及び特定M̶ 世帯所,W者-力うち

給与所得#等の数が2以I・.の場;>にあっ

ては.4 3乃' 円に当該給り・所得者等の数から

1を減じた数に1(一)万|1]を梁じて行た金額

を加算した分額）に彼¥険!'？及び特足M 一

世帯所拭#1人；こつき5(5 )j円 を加算し

た企舶を超えない111；帯に係る納税義務芥

(前2号に該当する者を除く。)

ア-力略

2 ・ 3 略

る場合には、24乃・|リ)收びにM粂第・1項本文

の介諫納付金課税額から才及び力に掲げる

額を減額して得た額（当該減額して得す:額が

17万πを超える場介;こは、口万|リ）の斤克額

と十る「

(1)略

(2 ) 法第703粂の5第1項；こ規比すろ総所

得金額及び山休所得金額の合算額が、4 3

万円（納税我務1*?並びにその卜:帯;二属十る

被保攻拉及び巧市M-世帯所屈拉の:)ら

給与.1 得者等の数力2以I:の塩介iこあっ

ては、！3ん'|1]にう,汝給り-所得各等の数から

1を減じた数に10わ' Hを與 '二てf'-fた金額

を加亞した金額）:こ被保険&及ひ特定同-

世帯所成奔]人iこつき295, 000円を加算し

た令額を超えない|H:帶に係る納税苑務K

(前&に該当する者を除く-)

ア、力略

(3 )法第7 0 3条ソ】5第1項i;.規定する総，口斤

得金額及び山林所沿金額のた算額が、43

万円（納税其務行收びにその|:|:帯に属十る

彼保攻者及び特定h d̶ 世帯所成背のつち

給4所得斤等の数が2以1..の場;> にあつ

ては、43わ'円に当該給リー所得者等の数から

1を減じた数に10万|リを與・ニて得た金額

を加算した令額）に被保険/?及び特足M-

世帯所城#1人iこつき5-15, 一)円を加算し

た金額を超えないIH;帯に係ろ納税義務各

(前2号に該巧する者を除く。)

ア-力略

2 ・ 3 略
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(保険税の減額のキV列）

第26条の2 旧彼扶> 片（次項に規i・する被扶

>打をいう、以卜'この条においてM二)に

対する保険税の納税苫務声に対して課する

保険税の額は、in被扶妥片が被保険杜となつ

た卜|の庇十るHから2年を経過十る月tで

の間に限り、第3条第2項木文の堪礎課税額

から第1Vから第：:！号tでに掲げる額を減

額して得た額（'*1該減額して得た額が66万円

を超える場今には、66川」d)、M条弟H項水

文び】後期高齢昔支援金等課税額から第4好

から疋Hけ:£でに掲げる額を減額して得た

額(当該減額して得た額が26万円を超クる場

合に！よ、2b；j I'J)及び同条第4項本文の介,-灌

納付金・i果税額から第7号から第9号tでに

掲げる額を減額I.て得た額（qU《減額Lて得

た額が17んHを超える場なには、17ん・円）の

な克額とすろ一

(1卜（9 ) 略

2 略

(保険税の減額の特例）

第26条の2 旧被扶> 片（次項に規足する彼扶

疾打をいう。以ドこの条においてMじ。)に

対する保険税の納税筏務者に対して課する

保険税の額!i、旧被扶途&が波保険否となっ

たnの屈十る片から2 '十-を経過-t-るhiで

の問;こ限り、第：3条弟2項本Zの礎課税額

力、ら第1号から第：3号,tで1こ掲iデる額を減

額して得た額（、該減額して得た額が65万円

を超える場汗に（i、65円)、M条第3項本

i;の後期茂酌育支援金等課税額から第4号

から第Hじよでに掲げる額を減額して呼た

額（当汰減額して得た額え' 2]万円を超える場

合に；よ、21ん・|1j)及び同条第4項木文の介,液

納f・|・金課税額力、ら第7号から第9号4でに

掲げる額を減額Lて得た額（、該減額して得

た額が17わHを超える場介には、17ガH )の

合W額とする、

(1卜⑼略

2 略

-144 -



專決第り号

今治市地域経済¢引事業の促進による地域の成畏猪展の辿盤強化のための

因定資産税の特例措四iこ哭すろ条例の-部を改正すろ条例制定に.つし、て

標記条例を地方π治法（昭和221法律第67 第179条第1項の規定により、次のとおり専決処

分する。

令和7年3 JJ 31II

今治市β 徳永繁使

理山一

地域経済辛引事業の促進;よる地域の成反免展の盤強化|こ閉する法律弟2 (5条の地方公共

1+1体等を定める杏令い|':成19年総務古・;？第94号）の改正に伴い、所要の改正をしtうとする

もの」
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今治rtf地域紐済帝引私裝の促進による地城のf戊畏免Mの拔盤強化の

ための岡定資産税の特例措置に関する粂例の-部を改π一:すろ条例

今治巾地城経済牽引*業の促進にtる地域の成長猪城の杜盤強化のための岡定資産税の特伊.梢

IS ：；問する条例（ギ成21勺:・今治iリ条例第29巧-)の-部を次のようi:改正する,

第2粂第1項中I く7・和7年3月31H」をI介和10年:3片31H」に改める。

射則

この粂例は、令和7年4 H1IIから砲行十る。
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今治布地域経済辛JI私哭の促迸にtる地域の成畏兌旭の拔盤強化

のための固・,ヒ資産税の特例措置に関する条例改ll;条項新旧対照衣

新
10

(課税免途の¢件等）

第2粂ドイ畏は、法第イ灸第（5項の規定による

地域経済¢引亨業の促進に関する基ベ的な

計.叫ゾ)M怠の|1(以下i.dS 111という,-）

ii' ら起克して<7 fill0年3月31日まで;こ、法第

6条弟1項に拔市十るhd意拔本計1由.';こおし、

て定められた促進区域:ノ、]において、承認地域

経済牽引事莫（承認地域経済牽引事業計自'i

従って行われる地域経済辛リ| 'ド災をいう,：以

卜'同じ,」)をhう片が、地域経;升牽引事業の

促洪;こiる地域の成良茫展の也盤強化に問

十る法叩第26灸の地h公共H体等を定めろ

'A合い|':成19牛総務w合第9 4弓・.以ド「宵令.

という,:.）第2粂iこ規疋する要イ'Hこ該当する

対象施設を、承認地域終済牽弓事業のために

rix置した場卜；こおいて，対象施,役に該'J -1'る

こととなった13の属ナる年茂の翌年・技（巧汰

Uが1H 2 Uから.3川31::主でび）ときは，

ゼ々十度)以後3宇度分に限り、芭什第3粂

に規市する因定資帝税の課税免除をする:̶

とができる.

2 略

(課税免除の嬰件等）

第2条rh・・良は、法第・1交第6項の規定にt

地域経済¢引市業の促進!こ関すろ堪本的な

計1山iのMSの|| (以下f|.d^liとい・・八）

からiT克して介礼17年・;3 π 31πまでに、法第

6条第1項に).tt 7tする[..-]意拔本計肉' におい

て定められた促進区域内において、承認地域

経済辛引事業（承認地域終済幸引事業計幽に

従って行われる地域経済辛引‘ド災をいう-以

ド同じ。）を1-う斤が、地域経済牽引事吏の

促洪による地域の成良梵展の述盤強化iこra

する法伴第2 6条の地わ・公共団体等を疋める

肖令（十:成19年総務宵令筑94ぢ-.以卜「令|

というこ)第2条に規疋する要件に該当十る

対象施没を、承認地域祥済牽弓1事業のため:こ

設置した場介において、亡象施設に該：'i-i・る

こととなった日の属する年¢の翌年度（十該

11が1片2 11から3 ,M 31i 1主でのときは、

翌々年度）以後3 ーー度分に限り、古廿第3粂

に規定する因定資M項・の課税免除をする-

とができる。

2 略
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専決第1U号

令和7年茂今治市一般会計補止算（第1け）

令和7年度今治【1;’の一般会計補正予算(第1号）は・次に定めるところによる。

¢弦人歳iH予算の袖正）

第1条歳入®出予算の総額r,歳入歳出それぞ才）GKりπいキπを追加し，寇人歳出-r・&ゾ）

総額を歳人歳出そオー|ぞわA1.3 6 S，9 f）n T Hヒすろ一

2 炭入歳出・チ算:.・:・.補mの款項の区分汝び当該区分ごとの金額卯.びに補士:後の歳入該出予算の金額

ti, 「第i表歳人歳出予算補ikiによる。

(地方®の補正）

第2果地方債の追加は.rK2^地方惜補卍Iによる：

上記補iE f尊を地カー白治法(昭和^年法律第67弓)第17!)粂第1項の規定により専決処分する・

令和7年・；月リhi提出

今治市技徳永繁樹

般会計
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第1表歳入歳出予算補正 歳入

款 項

16県支出金

1県負担金

20繰越金

1繰越金

22市債

1市債

1

S入π計

一般会計歳入 -150 -



陣位千円;

補TR前の額 補止額 計

6,340. 935 1.400 6, 342, 335

3, 78G, 397 1,400 3f 781,797

2. 3S8, 903 so. 0on 2, 438, 90S

2. 3相，9OS 50,000 2,138. 90S

4. 966, 400 17, 500 4, 9S3f 900

4. 956, 400 17, 500 4, 983, 900

81，300, 000 68, 900 81，361 900
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歳出

款 項

3民生費

4災害救助費

6農林水産業費

2林業費

9消防費

1消防費

歳出合II-

一般会計歳出
-152 -



(単位千円)

補正前の額 補正額 計

32. 117. 056 18,900 32, 465, 956

5
18,900 18. 905

2, 392. 390 2, 000 2, 391.390

260. 120 2, 000 262,120

3. 614, 71H 18, 000 3, 662, 748

3, 614, 748 48, oon 3, 662, 7-1S

81, 300, 000 68, 900 ]81,3BS, y〇〇
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吊2去地万唐補I三

追力|1(単位 円)
起I'c'i|ノつ口的 限度額 起傭の方法 列率 偵還の方法

災苦援護資私皆(1余 17,5⑻

1中入先愛媛県

2浩人カ・注齊通貨

借の方法;こよる。

3 浩ノ、時期','?f!l7

牟度：

無 f1! -f 浩/、:スンハ融通条件によ

る、た'だし、必要に,¢

し、繰上價還、價還年

限の再.縮を十るこ.しがで

さろ：

-般会:11一地方債
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歳入歳出補正予算事項別明細書

1総括（歳入）（単位T-円

款 補正前の額 捕正額
計

Ifi県支出金 G, 310: 935 1，100 6. 312, 335

20繰越金 2, 3SS, 90S 50. 2. 43S, 9i)S

22市債 4, 966, 400 17, 500 1，983, 900

歳人合計|S1.300, 000 GS, 900 引，36S，900

一般会計総括（歳入)
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(歳出)

款 補正前の額 捕止額
針

3 E 生費 32.447.056 18, 900 32, 465, 956

6農休水産業費 2,392, 390 2, 000 二，391,390

9消防費 3.614, 748 4S.000 3, (S62, 74S

歳出 α 針 81.300. 000 6S, 900 51,368, 900

一股会計総括（歳出)
-156 -



(単位[円)

補正額の財源内訳

特定財源
一般財源

囚庫支出金 県支出金 地方倍 その他

0 1,400 17, 500 0 0

0 0 0 0

二，000

0 Cl 0 0

48.Odd

0

1,400 17, 500 0

50, 000

-157 -



2 歳入

款項π

1

補 IE 補IF.額 計

16県支出金 6, 340. 935 1,400 6,342.335

1県負相金 3. 780. 397 1.4003.781.797

1民生費県負担金|3,724,542 1.400 3, 725, 942

20 繰越余2.388,908 50. 000 2, 438, 908

1 繰越金i2,388,908 50,000 2. 438, 908

1繰越 1' 388, 908 50, 000 2, 438. 908

22rtf偵 4, 966.400 17.500 4. 983. 900

1 市債 4,966.400 17,500 4. 983, 900

2 民牛.境 35. 700 17, 500 53, 200

歳入合計 81,300, 000 68. 900 81.368.900

一般会計錄入1県支出金・繰越金・市 倍)
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(単位千叫

節

説明
区分 余額

S災害救助費 1，400 災害救助費繰桂支弁費交付金

1繰越：金 50, 000 繰越金

4災害援護資

余貸付金

17,500 災害援護資金貸付金

-159 -



3 歳出

款項 tl

i

補正前補||:額
計

補正予算額の財源内訳

特¢財源 一收財源

3K 生費 32,447,056： 18. 900 32.465.956 18.900 0

4災杏救助費
5

18.900 18,905 18.900 0

1 災害救助昔
5

18・ 900 18.905 18,900

f内訳）

県支出金

1.400

池方債

17, 500

0

G 農林水産業費 2.392.390 2,000;2.394,390
0

2.000

2 林業費 260.120 2. 000 262,120 0
2.000

2林業振興費 229. 053 2.000 231,053 0 2,000

9 消防費 3,614.748 48, 000 3.662( 748 0 48. 000

1消防費 3.614. 748 48, 000 3, 662, 748 0 48, 000

1常備消防費 2.125.347 17.000 2,142.347 0 17,000

5 災害対策費 364.527 31.000 395. 527 0 31,000

歳出計 81.300.000'68.900 81.368,900 18.900 50. 000

一般会計歳出（K生費.農休水産業費・消防費
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(単位チ円

節 .昭1.，ハ.
区分 金額

P.T"り 1=11 ノノhTE1 ヅ1

1¢.)需用費 200 消耗品費 災害救助費

b 400

災害援護資金貸付費

17, 500

12 ¢託料 1.200 その他吾託料

災害ボランー<7センケー車業委託料

20貸H金 17.500 X害援護資金貸付金

12委託料 2,000 その他委託料

災苦復旧計両策定業務去托料

姦休整備半業費

2. GOG

17備品購人皆 17.000 消防用具 消防活動費

17.（i〇〇

18負担金補助

汝び交付余

31,000 補助金

彼災家品等解体撤去費10,0n（i

被災卒業者施設等解体撒力費20, 000

被災農業弔施投等解体撤去費1. 一

災害対策費

31，一

-161-



補止予旨にかかる地方の前前ら度末における現7± S並びに

Au牛度未及ひ士技ど度人におhる現ft高めa j.aみに関十乙調>

¢ ¢-IV.千円 |

区分

当該年¢口增減見込み
当該年度未現fc尚兄込額

当該牛度U起(貞は込額

補正的|:り¢ 補正額
H
十

補止引ゾ.額 補.£額
三
十

3その 他 - 17.500 17,50(） IF.,275,071 17,50C 15,292.571

,災苦拔護
皆余皆付令

- 17.5011 17.500 - 17,5i）G 17,500

&引 4.966,400 17.5Ci〇 3.90（1 50.266,362 17,5(一:い 50.2tJ.yHLJ

in地万廣調苦'1一162 一



専決窮u号-

令和 7年度今fe市一般公計補正予算（第:2号）

ft fn 7年度ツ治市の-殺会計補:£-了，育(第2弓)は、次;こ定めるところ;こよろ¢

(歳入S出予算の補正）

第1条歳入歳出予算の総額に、歳人歳出それぞれ4 7 J.it '.1 0千円を追肋し,歳入歳出，算

ゾ)総額を歳入^出そわぞわs1.・S 4・.）.9 0 0千|・リとする,.

2 歳人歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと〇金額並びに補正後の歳人歳出r‘算の金粕

は、「第1表歳入歳出予算補正」による:：

ヒ記補千算を地方θ治注（昭和22年法律第67弓）第！79条第]項の規足により界決処分する。

令和7ザ.5川20日

今治丙畏 徳永繁樹

般会計
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第1表歳入歳出予算補正 歳入

款
項

15国庫支出金

2 W庫補助金

1

歳入α計

一般会計歳入
-164 -



申-位 「円)

楠正而ノ和- Mi 正妬|,;f・

H.rOT. 42h<VJO 12.・に「

SOS172. 000 2,リ，：川卜
1 r

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ベ1.3^'・>.リいい172. C'rH 1 ,、川.川い

―165 ―



歳出

款 項

3民生費

1社会福祉費

歳出合計

一般会計氣出
―166 ―



補正前ノ)粕Mi ill額,ii

n i）i）〇 32, 937, *JfrS

17.111.*'5：-,1 にと('('(( 17. SSh,（；5：<

1

1

1

1

1

i

1

1

1

1

1

1

S1.入、:人リ⑹ <i（H） EH. S40. *J（ji

-167 -
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歳人歳出捕止予算事項別明細S
1総括（歳入）（単位r円)

款 補正前の額 補エ額
計

15国庫女出金 11.607,426 472. 000 12, 079, 426
I

1

歳入 &訃 SI.900 ・172, 0U0 S1.840, 900

-169 -
一般含計総括（歳入.)



(歳出)

款 補正前の額 補正額 計

3民牛.費 32,4C5,956 472. 000 犯，937. 956

歳出合計 SI. 36S. 900 472,00() Sl.y40. 900

一般会計総括（歳出)
-170 -



中p:r-|1|)

油J'.粕-り#内訳

I'f'ゼ財匁
-收 lit ..v

li-bb '<；ll吸支出ネiw ち債iニ・)也

47J.り1リ'）ノ’"u

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

I

t

1

1

i

1

1

1

口上1:呪i 0

0 I0

-171-



2 歳入

款項目 補止前 補T.額
計

15国庫支出金 11.607.426 472. 000 12.079.426

2 国庫補助金 1,807,308 472. 000 2,279,308

2民生費国庫補助金 424.267 472. 000 896, 267

一

歳入合計 81.368, 900 472. 00081.840, 900

ー・般会計歳入（国庫支出金i
-172 -



串は fi1!

節
説叫

分
金Si

1

' [

1π一六冶油ピ

桃

472. 000 定額減托補¥心けセ下ヒ額ねけ'R吏晋101〇

1

1

1

1

1

1

I

1

-173 -



3 歳 tt i
I

款 >1<!1楠正 nilMi 11:狛
1

一1補li'予苺・舶

c杓砂狀；,

ハ吋,伸内訳

收財?原

3 K t,皆32.465,956472.000 32.937.956472.000 0

1 什士 吐昔17.114. 553 472,000 17.586.653：472.000
0

1イ；:舶吟費 2.736.129

1

472.0001 3.208.129
1

1

472.000
1

in我：

[川かk;:・;七：

472.000

i

1

1

1

i

0

1

1

1

1

I

1

1

1

1

i

1

1

1

1

送(li i'r 針|81.363,900 472.000 81.840.900472.0000

民主費之出

-174 -



一¢ 丁-円

節 M叫 11，ゾ.説明
如如

'i

1

1掛酬 3.204 ペートタイム亡川介宥0.同磁員給1 H・・、; 舶城悦補足拾付¢' [:ず油

rj, Hu'i

?,肺:u PS等 4.610 間外勤務于-:|-!4, -nnO

皆理賴U衿cd E'.1托-Pボり）|

1，存費 535卜亡iヲ:呆h.：1z.1

i-^aiv^nr.-i'i-nfe、亡計年戈n:引ran:2グ|

・S味費 63:費用弁-笛

HI ；1,r用費 1.98^消托品費1,。抑

.円&.;製本費仲・，

11f'i 托費9,260;遇信運搬費了，：%1

:手敦'rl・'1.7りu

にt 託料 12.340 ニ・ハ也，£託6,

人材派]SiリUl

電二計苺辛托ミ泛パ1W ,

疋額滅片4:r一，;;1:台額^リ知：--「二妾

託N

IS £Xin一立補助

咬び交付金

440. 000 補助金

定額減W補if：給付允1、足額袷f 1企

1

1

i

1

1

1

1

1

1

1

1

-175 -



補 iF{ 予 W- 給 与 背 叫 細 害

1 特別職i:Uifケ人・ _f-トリ

14分 職 K数

給勺・費

共済費 台計 備

報酬 給π 職.H于一当 s\-

袖十:掩

β 等
4

- 35,112 K研 52, U6S 卜.751 f.i〇, S19

議 H 2S 166. S79 - 57, S71 224. 0 44. 553 2以|,103

そし:一1仲. 5, S2S U0. 1177 - - ：<2(1. 1177 - ：S2(I. [}Vi

5t 5, 360 486. 956 35,112 74, S27 59(i. 595 5：< 4114 649. 999

補 il.n]

ね芳
4

- 05,112 lb. 9SB 52. 1)6^ 卜.751 HU, S19

淡.U 2（S 1(）(）.り - 57, 5?1 224, 450 44. 269.103

その他 5, 32S 320. U77 - - 320, 077 - 320. 077

。・十 5, :ih() 4S6.犯B 巧，H2 74, 527 596, 593 ”，404 B49, 999

比較

S 等
0

-

0 (J f) 0 0

議 π
I) 1)

-

(1 0 0 0

その他 I) (1
- -

U
-

(1

計
0 0 0 Li 0 LI 0

職U千・当は通勤于-当（li等）.期・>U手当（'中.間支給率3. 45 M分i汝び退職手為

2 一般職

(い 総 括I単位 k ・ rn）

区分 職員数

給与費
共済費 介計 備巧

報酬 給-H 職H f一上
計

補fR後 2, 744 1.451 S37 fi. DSC). 267 4,3F3 11.-5(iS. 457 2 25\ 59；'： 13. .V22, D5U

補・ド前 2. 756 1..51, 633 fi, 050, 2fi7 4. 05S, 743 11. 5f）[). 64パ 2. 25S. U5S 13, SI3. 7LH

比串¢ 204
0

4, 610 7. S14 5S3 S, ^-19

(本亡計におけろ計上職H故:.t 2 .74,4人及び】\ ( 9 π）である，）

職

H

?

'*j

し
'

内

訳

区分 扶疾T-ツ 地域f :1」 (_L）.',L F 2j 通勅f当
待殊

站托f-

吟問外

勤拐手、
宿πiu手-i

補1H後 h.V IU7 2.に-;y '/9. 711 127. ^1? 14 20S 則，(HHJ 〇41)

補1丁. Hi ]45 い47 2. 639 7リ.711 127. 212 11 205 3S4, 450 M[)

比校
0 0 1) 0 0 i 0

Li什
管坪職fl.特

別勤務-T-当
管坪職-?-当 期末P・当 勤勉f当

務教育等

教h特別r-'2j
沿職で3 そガ他丁：

補it.後 HI. SKi ?l)2. 275 1. 546, S U 6 1.2S1.S69 751) 177, 7以） S2.1E3

補il'的 1(). 2川 202. 275 1,546. S06 L 2S4, S69 7 Si) 177. UD S2.1F3

比較 BI) 0 0 1)
1
）

() 0

-般会,;t i給与費明細書 -176 -



v 合計年令く不囁ケ:・し'・'八.・筏ド-pj -し・ 丁π

ピ分 職 H ね

Tf

祀酬

;'テ

し| 賦 h f -1

]1
':共茫 W1>1

一”11
・・什 号

fffi lE 後 1.-」 j. fiss, us;| 叫.\1・，IF, 7. 7.?b, :*:- ! ンつ7ぐ)，1TJ リ：バ7,じ?，

補;t.前 'リリ1 1.OS'J \ 0(1-1, H 7,・.24 1. 57U. 499 H,でムS2S

比較
n 0

4 M(l 4,川(）
(}

1,h I (1

に.;Uバい：パ|・!・.職!4数け1.2 .-2 ] \攻ひ1\H て-上る,.

職

f

の

-
勺

1<，r ?;、 ft t *i ：¢域于H

i

;E 凭 I J； ! .5 穴 丁- ・り 碑
K時で当

ハ叫・人

1：叫十！
ゼπ π予」

補上浅 1!'.しに
2

?J 711 :旧..n; I]： .・?t 一 -に 1>' l'i r,〇・!

補 A'. 'Vj i IU? J. h.;/-) ン.-| 7il 1リ:ぐ、16? 11 ・ぐ、1，.,） hfio

比衿
0 U ¢1 II

1
）

1て|:1り Q

R5；
ffi川1腋9特

ゆ|則什r '*1

10. .-；!b

若坪職手 期ネ、T "'1 勤勉丁 '.'1
義務教育 'ふ

教一B.持別下・'J1
沿職r_ "j <心他下当

補止後 202. 275 i, (I:A IGC SF9. 2F?: 7F,0 i?l S」.：ピ

品.h !Ii'{

:1: 1<

卜'jSn 'j.H i. (1 /:i 1 H(' ''十H ‘り リ <1：5：'

・）ii
i (1 G il

lj 0

六引小度灯川職U(中.仆 \ . 丁円}

ド.つ| 眼 U 攻

給リ昔

打汐?'? I 1；i I 嘴巧
ぢ解 そ？1 ・ 職tir・什

碑；?.今 * * ? '・' :4^4.ぐ・7 1.'・rl'J.1) :り；.：-い人 xHいス!；9・; 4 -1 U. h ],

E f'j 1.ンス 14三：り::ン 1-nj 17'^ 1 リ4.ン，、/i'j い」-'V,| ;1',(1・い

' 3 2U-; 1' ：',:\ 2114
し’・.’

：；7 3 ・ー|

職

H

r-

si

内

訳

[<つ？ 扶肴下：4 地域1'、 (r 'J； r 々 通勤手当
杓n

勤侘不"i

L"f IB]外

刊掩r-与
宿:J直手当

M .1.後 - - - 22, 045 ?川 16.川 ・10

rll'f i. i" - - 22. 'J卜
・
ム

什.ス|「） ；u

比卜 - -

〇 い
'I ft

宥理苺負衿

V]釣吟手与
奇均哉：f -1 叩キ、[*I K f i 爲篇,巧 ムニ他丁ジ

袖/.後 - ぐリ，；ib； .以，H!h 6.…川

補（F. iH - ・1!H. ii 16 12h. blh - it, llj(l -

it. - -

1

-

ん';V苗・叫咄害



給 X 4 汝:，越.b r- H. M 裕・ I ・ -- HH i4i '六 iTt 半|?ノ[川肚 W I'. 4 .'職 B .・ 中 p r

4； 洵.X 努1爛.'A不十しfが

益口

叫,lt

^ru-i^r

:i:l・'イ

--・lL -

增戍'・・r

・X '・w

莫紳・.・顧・\r

杓叫‘4批衿? 'f

晋坪職□特別牝托Fリ

1.<I'i

:，リ|

Ml,

・般会が
-17S -


